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市の人口と予算�
【人口・世帯】�〈10月1日現在〉�
合�計�＝�154,631人�（＋ 4）�（　）内は前月比�
男�＝�76,779人�（＋ 15）�
女�＝�77,852人�（－ 11）�
世�帯�＝�59,144世帯�（＋ 32）�
【予算】�〈10月1日現在〉�
一 般 会 計＝346億8,177万2千円�
特別・企業会計＝394億669万円�

１０月１７日�朝７時３０分からのＮＨＫ「おはよう日本」で流山市の「流山グリーンチェーン戦略」や「地域の
熱環境調査」などの取り組みが紹介される予定（変更の場合もあります）です。ぜひ、ご覧ください。

１０／１７�

　

流
山
市
内
を
中
心
と
し

た
商
工
業
者
が
集
結
す
る

大
バ
ザ
ー
ル
「
流
山
産
業

　

こ
と
し
も
市
民
ま
つ
り
が
Ｔ
Ｘ
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
駅
前
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
総
合
運
動

公
園
な
ど
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
恒
例
の
福
祉

ま
つ
り
や
市
民
健
康
ま
つ
り
、
流
山
産
業
博
も　

月
１１

３
日
�
に
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。　

月
５
日
�
に
は
、

１１

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
コ
ン
サ
ー
ト
に
木
村
弓
さ
ん

が
登
場
し
ま
す
。
秋
の
休
日
を
市
民
ま
つ
り
や
駅
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、　

月
１０

　

日
�
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お
は
よ
う
日
本
」
で
、　

月

１７

１０

　

日
�
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
Ｂ
Ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
流
山

２８グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
が
紹
介
さ
れ
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

秋
の
休
日
を
市
民
ま
つ
り
で

健
康
ま
つ
り
や
福
祉
ま
つ
り
も
一
緒
に

　

「
第　

回
流
山
市
民
ま

２８

つ
り
」
が　

月
３
日
、
市

１１

制
施
行　

周
年
を
記
念
し

４０

て
、
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
駅
東
口
周
辺
な
ど
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
福
祉
ま
つ
り
」、

「
市
民
健
康
ま
つ
り
」
と

「
流
山
産
業
博
」
も
同
時

開
催
と
な
り
、
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。ぜ
ひ
、

家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝　

月
３
日
�

１１

９
時
〜　

時
※
雨
天
決
行

１６

▽
場
所
＝
流
山
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
駅
東
口
周
辺
、

市
総
合
運
動
公
園
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
芝
生
ひ

ろ
ば
）
※
会
場
に
は
駐
車

　流山セントラルパーク駅を出たら、すぐおまつり会場です

場
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

送
迎
バ
ス
は
運
行
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
来
場
の
際
に

は
「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
」
や
路
線
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
▽
主
な
内
容

＝
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
駅
東
口
周
辺
で
は
、
メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
（
轟
戦
隊

ボ
ウ
ケ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
）
や
青

空
市
・
姉
妹
都
市
友
好
都

市
物
産
展
・
米
消
費
展
・

食
肉
市
、
総
合
運
動
公
園

（
体
育
館
含
む
）
で
は
、

市
民
健
康
ま
つ
り
・
農
業

共
進
会
・
陶
芸
展
・
各
種

ポ
ス
タ
ー
展
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー（
芝
生
ひ
ろ
ば
）

緑
の
力
を
見
直
そ
う

Ｎ
Ｈ
Ｋ
�
で　
流
山
グ
リ
ー
ン

チ
ェ
ー
ン
戦
略

�

紹
介

BS2

１１／３�

で
は
、
福
祉
ま
つ
り
・
行

政
関
連
コ
ー
ナ
ー
・
こ
ど

も
の
ひ
ろ
ば
（
ふ
わ
ふ
わ

・
ス
ト
ラ
イ
ク
ボ
ー
ド
な

ど
の
子
ど
も
向
け
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
）、Ｓ
Ｌ
ひ
ろ
ば

で
は
、
カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
・
ダ
ン
ス
、
よ

さ
こ
い
踊
り
な
ど
※
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
詳
細
は
、　
１０

月　

日
�
の
新
聞
朝
刊

２７
（
朝
日
、
産
経
、
東
京
、

日
経
、
毎
日
、
読
売
）
に

折
り
込
ま
れ
る
「
市
民
ま

つ
り
新
聞
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。「
市
民
ま
つ
り
新 

聞
」
は
、
各
出
張
所
や
公

民
館
な
ど
に
も
設
置
し
ま

す
　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
６

産業博も同日開催
１００を超えるブースも

博
」
が
、
こ
と
し
も
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

市
民
ま
つ
り
と
同
じ　
１１

月
３
日
�
、
総
合
運
動
公

園
で
、
各
社
自
慢
の
商
品

や
製
品
の
展
示
・
販
売
コ

ー
ナ
ー
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、
１
０
０
を
超
え
る

ブ
ー
ス
が
並
び
、
目
移
り

す
る
ほ
ど
魅
力
が
た
っ
ぷ

り
詰
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
２
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト

の
格
闘
技
と
し
て
話
題
沸

騰
の
「
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
―

Ｏ
Ｎ

Ｅ　

Ｇ
Ｐ
」
を
は
じ
め
、

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
に
よ
る
迫

力
あ
る
生
演
奏
や
、
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
ダ
ン
ス
な

ど
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

□問
 

流
山
市
商
工
会
�
７

１
５
８
―
６
１
１
１

１１／３�

至
豊
四
季
駅�

至南流山駅�

市
総
合
運
動
公
園�

グ
ラ
ウ
ン
ド�

市
民
総
合�

体
育
館�

東
口�

西
口�

産業博会場�至流山市役所�

●農業共進会�
●陶芸展�
●各種ポスター展�
●市民健康まつり�
●カントリーミュー�
　ジック・ダンス�
　（SLひろば）�

※会場には駐車場がありません。�
　ご来場の際は、つくばエクスプレス�
　または路線バスをご利用ください�

※会場には駐車場がありません。�
　ご来場の際は、つくばエクスプレス�
　または路線バスをご利用ください�

福祉まつり�
行政関連コーナー�
こどものひろば�
●ふわふわ�
●ストライクボード�
　　　　　　　ほか�

市民まつりエリア�
●メインステージ（キャラクターショー、�
  コンサートなど）�
●青空市　●米消費展　●食肉市�
●姉妹都市・友好都市物産展�
●本部、受付、警備、救護�

テニスコート�

ゲートボール場�

テニスコート�

ゲートボール場�

生涯学習生涯学習センター�
芝生芝生のひろば�
生涯学習センター�
芝生のひろば�

至流山おおたかの森駅�
Ｎ�

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス�

踊るコーナー�
ロードトレイン�

流山�
セントラルパーク駅�
流山�
セントラルパーク駅�

　
　

月　

日
�
午
後
５
時

１０

２８

か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
２
で

放
送
さ
れ
る
「
Ｂ
Ｓ
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
で
流
山
グ
リ
ー

ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
な
ど
が

紹
介
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
　

月　

日
、
千
代
田
放

１０

１４

送
会
館
で
開
催
さ
れ
た

「
緑
の
ち
か
ら
と
地
球
環

境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
新
た

な
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
に
む
け

て
」
と
い
う
環
境
省
な
ど

が
主
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
井
崎
市
長
が
パ
ネ
ラ

ー
と
し
て
招
か
れ
た
こ
と

か
ら
実
現
し
た
も
の
で 

す
。

　

パ
ネ
ラ
ー
は
、
井
崎
市

長
の
ほ
か
に
首
都
大
学
東

京
都
市
環
境
学
部
教
授
の

三
上
岳
彦
さ
ん
、「
１
０
０

万
人
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
」
の
呼
び
掛
け
人
で

「
大
地
を
守
る
会
」
代
表

の
藤
田
和
芳
さ
ん
、「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ど
ん
ぐ
り
の
会
」
や

「
オ
ー
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」
の

代
表
・
稲
本
正
さ
ん
、
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
白
井
貴
子
さ
ん
の
皆
さ

ん
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
週
刊
こ
ど
も

ニ
ュ
ー
ス
で
お
な
じ
み
の

池
上
彰
さ
ん
で
す
。

駅
コ
ン
に
木
村
弓
さ
ん

昼
間
と
夕
方
の
２
回
公
演

　

流
山
お
お
た
か
の
森
駅

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

（
宮
原
哲
也
委
員
長
）
で

は
、
流
山
在
住
の
木
村
弓

さ
ん
を
迎
え
「
ぬ
く
も
り

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

映
画
「
千
と
千
尋
の
神

隠
し
」
の
主
題
歌
『
い
つ

も
何
度
で
も
』
や
「
ハ
ウ

ル
の
動
く
城
」
の
『
世
界

の
約
束
』
な
ど
に
代
表
さ

れ
る
木
村
弓
さ
ん
の
世
界

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

難
病
の
子
ど
も
た
ち
の
夢

や
希
望
を
叶
え
、
生
き
る

力
や
勇
気
を
も
っ
て
も
ら

い
た
い
と
活
動
し
て
い
る 

「
メ
イ
ク
・
ア
・
ウ
ィ
ッ

シ
ュ
オ
ブ
ジ
ャ
パ
ン
」
の

活
動
支
援
と
し
て
作
成
さ

れ
た
ア
ル
バ
ム
「
翼
」
の

発
表
を
記
念
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

▽
日
時
＝　

月
５
日
�

１１

　

時
（
開
場　

時
）
か
ら

１４

１３

と　

時
（
開
場　

時
）
か

１７

１６

ら
の
２
回
ス
テ
ー
ジ
（
入

れ
替
え
制
）
▽
場
所
＝
流

山
お
お
た
か
の
森
駅
自
由

通
路
▽
出
演
者
＝
木
村
弓

（
歌
と
ラ
イ
ヤ
ー
）、塩
入

俊
哉
（
ピ
ア
ノ
）
▽
入
場

料
＝
無
料

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８

　木村弓さん

１０／２８�

１１／５�

会 場 図
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交通事故をなくし交通事故をなくし
安全で安心して暮らせるまちへ安全で安心して暮らせるまちへ

第
８
次
流
山
市
交
通
安
全
計
画

計
画
の
素
案
ま
と
ま
る

 　
�
交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
流
山
市
�
を
築
く
た
め
、
市
で

は
「
第
８
次
流
山
市
交
通
安
全
計
画
」
を
策
定
中
で
す
。
本
計
画
は
、
交
通
安
全
対
策

基
本
法
に
基
づ
く
、
国
の
交
通
安
全
基
本
計
画
や
県
の
交
通
安
全
計
画
に
そ
っ
て
、
本

市
総
合
計
画
を
踏
ま
え
、
適
切
か
つ
効
果
的
な
方
策
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
、
人

命
尊
重
の
理
念
に
基
づ
き
策
定
し
ま
す
。
今
号
で
は
、
計
画
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

素
案
の
主
な
内
容

�
　

人
命
尊
重
の
基
本
理
念

に
基
づ
き
、
総
合
的
な
交

通
安
全
対
策
を
強
力
に
推

計
画
の
目
標

進
す
る
こ
と
で
、
交
通
事

故
を
な
く
し
、
年
間
の
死

者
数
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
ま
す
。

�
　

平
成　

年
度
か
ら
平
成

１８
計
画
の
期
間

　

年
度
ま
で
の
５
年
間
と

２２し
ま
す
。

�
　

少
子
・
高
齢
化
社
会
が

進
む
中
で
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
生
み
、
育
て
る
こ

と
が
で
き
、
高
齢
者
が
安

全
・
安
心
し
て
外
出
で
き

�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������

道
路
交
通
の

道
路
交
通
の

安
全
施
策

安
全
施
策

る
交
通
社
会
の
形
成
が
必

要
で
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
交
通

事
故
の
危
険
性
を
十
分
認

識
し
、
交
通
事
故
が
も
た

ら
す
大
き
な
社
会
的
・
経

済
的
損
失
を
も
勘
案
し
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を

踏
ま
え
、
発
生
し
た
交
通

事
故
に
関
す
る
情
報
の
収

集
・
分
析
を
充
実
さ
せ
、

よ
り
効
果
的
な
対
策
と
改

善
を
図
る
た
め
、
８
つ
の

重
点
施
策
を
柱
に
交
通
安

全
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

�
　

①
交
通
安
全
思
想
の
普

及
徹
底

　

交
通
事
故
を
な
く
す
た

め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

交
通
安
全
に
対
す
る
関
心

と
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

す
。
交
通
事
故
発
生
状
況

等
の
必
要
な
情
報
の
提
供
、

交
通
安
全
団
体
等
へ
の
支

援
、
高
齢
者
の
交
通
安
全

８
つ
の
重
点
施
策

対
策
、飲
酒
運
転
の
根
絶
、

自
転
車
の
安
全
利
用
等
の

交
通
安
全
教
育
を
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

　

②
安
全
運
転
の
確
保

　

企
業
や
事
業
所
な
ど
が
、

交
通
安
全
に
果
た
す
べ
き

役
割
と
責
任
を
重
視
し
、

企
業
等
の
自
主
的
な
安
全

運
転
管
理
対
策
の
推
進
や
、

自
動
車
運
送
業
者
等
の
行

う
運
行
管
理
の
充
実
お
よ

び
交
通
渋
滞
や
自
然
現
象

等
の
情
報
提
供
を
促
し
ま

す
。

　

③
道
路
交
通
環
境
の
整

備
　

交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
人
と
車
が
安

全
で
円
滑
に
通
行
で
き
る

道
路
や
施
設
な
ど
道
路
交

通
環
境
の
整
備
や
違
法
駐

車
対
策
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
強
い

道
路
整
備
や
地
域
に
応
じ

た
交
通
規
制
で
、「
人
優

先
」
の
視
点
か
ら
の
交
通

安
全
対
策
を
推
進
し
ま 

す
。

　

④
自
転
車
の
安
全
性
の

確
保

　

日
本
工
業
規
格
の
基
準

に
適
合
し
た
自
転
車
を
利

用
し
、
定
期
的
に
自
転
車

整
備
店
に
お
い
て
点
検
整

備
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

夜
間
の
交
通
事
故
が
増

え
て
い
ま
す
。
自
転
車
の

後
部
・
側
部
に
反
射
材
の

普
及
を
促
進
す
る
な
ど
、

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

　

⑤
道
路
交
通
秩
序
の
維

持
　

交
通
事
故
実
態
等
を
的

確
に
分
析
し
、
飲
酒
運
転

や
著
し
い
速
度
超
過
お
よ

び
暴
走
行
為
な
ど
、
悪
質

・
危
険
・
迷
惑
性
の
高
い

違
反
に
重
点
を
置
い
た
交

通
指
導
取
締
り
を
関
係
機

関
に
要
請
し
、
道
路
交
通

秩
序
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

　

⑥
救
助
・
救
急
体
制
の

整
備

　

負
傷
者
の
救
命
率
・
救

急
効
果
の
一
層
の
向
上
を

図
る
た
め
、
救
急
救
命
士

の
配
置
や
高
規
格
救
急
自

動
車
の
整
備
な
ど
救
助
・

救
急
体
制
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
救
急
医
療
体

制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

⑦
被
害
者
支
援
の
推
進

　

交
通
事
故
被
害
者
等
の

肉
体
的
・
精
神
的
・
経
済

的
な
支
援
策
と
し
て
、
交

通
事
故
相
談
等
に
つ
い
て
、

対
策
に
努
め
ま
す
。

　

⑧
交
通
事
故
調
査
・
分

析
の
充
実

　

効
果
的
な
交
通
安
全
対

策
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

事
故
の
発
生
状
況
や
運
転

者
等
の
行
動
、
さ
ら
に
は

道
路
環
境
面
等
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
情
報
の
収
集

分
析
を
実
施
し
、
以
後
の

事
故
発
生
の
未
然
防
止
に

努
め
ま
す
。

　

第
７
次
流
山
市
交
通
安

全
計
画
の
計
画
期
間
（
平

成　

年
〜
同　

年
）
に
、

１３

１７

市
内
で
発
生
し
た
交
通
事

故
の
件
数
お
よ
び
負
傷
者

数
は
、
５
年
間
ほ
ぼ
横
ば

い
と
な
っ
て
い
ま
す
（
平

成　

年
の
交
通
事
故
発
生

１７
件
数
７
８
０
件
、
負
傷
者

数
９
３
５
人
）。

　

ま
た
、
交
通
事
故
に
よ

る
死
者
数
も
、
平
成　

年
１５

に
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

ほ
ぼ
同
数
で
推
移
し
て
い

ま
す
（
図
参
照
）。

　

事
故
の
主
な
特
徴
と
し

て
、
①
子
ど
も
や
高
齢
者

の
交
通
事
故
の
増
加
②
歩

行
者
と
自
転
車
利
用
者
に

よ
る
交
通
事
故
の
増
加（
平

成　

年
に
は
約　

％
を
占

１７

４３

め
て
い
ま
す
）
③
飲
酒
運

転
に
よ
る
交
通
事
故
が
横

ば
い
状
況
（
計
画
期
間
中

の
死
亡
事
故
は
な
し
）
④

薄
暮
時（　

時
か
ら　

時
）

１６

１８

の
交
通
事
故
が
約　

％
を

５０

占
め
る
⑤
信
号
の
な
い
交

差
点
付
近
で
の
交
通
事
故

が
約　

％
を
占
め
る
な
ど

４０

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

�
　

鉄
道
交
通
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
鉄
道
構
造

������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������

鉄
道
交
通
の

鉄
道
交
通
の

安
全
安
全

物
の
定
期
検
査
お
よ
び
維

持
・
補
修
や
耐
震
性
の
強

化
な
ど
、
保
全
整
備
計
画

に
基
づ
く
整
備
の
実
施
を

鉄
道
事
業
者
に
求
め
て
い

き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
、
身

体
障
害
者
な
ど
の
安
全
利

用
に
十
分
配
慮
し
た
、
駅

施
設
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
を
鉄
道
事
業
者
と

協
力
し
て
推
進
し
ま
す
。

�
　

市
内
に
は
、
東
武
野
田

線
お
よ
び
総
武
流
山
電
鉄

に　

カ
所
の
踏
切
が
あ
り
、

２２
踏
切
道
の
立
体
交
差
化
と

事
故
防
止
お
よ
び
歩
行
者

安
全
対
策
を
関
係
機
関
と

協
力
し
て
推
進
し
ま
す
。
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�������������

踏
切
道
に
お
け
る

踏
切
道
に
お
け
る

交
通
安
全

交
通
安
全

素
案
に
ご
意
見
を

　

今
回
ま
と
ま
り
ま
し
た

素
案
に
対
す
る
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見（
様
式
は
自
由
）

に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の

上
、
素
案
の
閲
覧
場
所
に

設
置
し
て
あ
る
ボ
ッ
ク
ス

に
投
函
し
て
い
た
だ
く
か
、

　

月　

日
（
消
印
有
効
）

１０

３１

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

９
２
流
山
市
役
所
生
活
安

｢

全
課 
第
８
次
流
山
市
交

｣

通
安
全
計
画
策
定 
担
当

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

s
e
ik
a
tu
a
n
z
e
n
@

（  
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 

c
ity
.n
a
g
a
re
y
a
m
a
.

    
  
 
 
 
  
 
 
 
 
  

ch
ib
a
.jp

  
  
 
   

）
で
の
ご
意
見

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
は
、

計
画
の
策
定
に
役
立
て
て

ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
素
案
は
、　

月
１０

　

日
�
か
ら　

月　

日
�

１６

１０

３１

ま
で
、
市
役
所
生
活
安
全

課
窓
口
や
各
出
張
所
・
公

民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。　

　

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課

�
７
１
５
０　
│　
６
３
１
２

�
７
１
５
０　
│　
３
３
０
９

○○市内交通事故のすう勢と特徴○○

交通（人身）事故の発生状況
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第１１２４号（　）　　　平成１８年１０月１５日（日曜日）３

国
か
ら
地
方
へ
税
源
移
譲

住
民
税
が
一
律　

パ
ー
セ
ン
ト
に

１０

　

各
地
方
公
共
団
体
が
自
主
性
を
発
揮
し
、
よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た

め
に
進
め
ら
れ
て
い
る
三
位
一
体
改
革
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成　

年
か
ら
、
国

１９

の
所
得
税
か
ら
地
方
の
住
民
税
へ
３
兆
円
の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
税
源

移
譲
に
伴
い
、
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
住
民
税
、
所
得
税
が
変
わ
り
ま
す
。
今
号
で

は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

「
地
方
で
で
き
る
こ
と

は
地
方
で
」
と
い
う
方
針

の
も
と
進
め
ら
れ
て
い
る

三
位
一
体
改
革
。
地
方
公

共
団
体
は
、
国
が
国
税
と

し
て
集
め
た
財
源
の
中
か

ら
国
庫
補
助
金
を
受
け
て

お
り
、
そ
の
行
財
政
シ
ス

テ
ム
は
必
ず
し
も
自
主
性

が
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
地
方
公
共

団
体
が
自
主
的
に
財
源
を

確
保
し
、
住
民
に
と
っ
て

真
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
自
ら
の
責
任
で
よ
り

効
率
的
に
行
え
る
よ
う
、

国
の
所
得
税
か
ら
地
方
の

住
民
税
へ
３
兆
円
の
税
源

移
譲
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た（
図
１
参
照
）。

　

こ
の
税
源
移
譲
に
伴
い
、

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
住

民
税
、
所
得
税
が
変
わ
り

ま
す
。

�
　

住
民
税
所
得
割
の
税
率

は
、
税
源
移
譲
前
は
課
税

所
得
金
額
に
応
じ
て「
５

％
」、「　

％
」、「　

％
」の

１０

１３

ど
う
変
わ
る
の
？

３
段
階
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
税
源
移
譲
後
は
課

税
所
得
金
額
に
関
わ
ら
ず

「
一
律　

％
」に
な
り
ま
す
。

１０

　

所
得
税
の
税
率
は
、
税

源
移
譲
前
は
４
段
階
（　
１０

％
〜　

％
）
と
な
っ
て
い

３７

ま
し
た
が
、
税
源
移
譲
後

は
６
段
階（
５
％
〜　

％
）

４０

に
な
り
ま
す（
図
２
参
照
）。

�
　

住
民
税
は
平
成　

年
度

１９

課
税
分
（
平
成　

年
所
得

１８

分
）
以
後
に
、
所
得
税
は

い
つ
か
ら
変
わ
る
の
？

平
成　

年
所
得
分
以
後
か

１９

ら
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
り
ま
す
。

�
　

税
源
移
譲
に
よ
り
住
民

税
が
増
え
ま
す
が
、
所
得

税
は
減
る
た
め
、「
住
民
税

＋
所
得
税
」
の
納
税
義
務

者
の
負
担
は
変
わ
り
ま
せ

ん
（
別
表
参
照
）。

　

住
民
税
と
所
得
税
の
人

的
控
除
の
差
に
つ
い
て

　

住
民
税
と
所
得
税
で
は

扶
養
控
除
な
ど
の
人
的
控

除
の
差
が
あ
り
、
同
じ
収

入
額
で
も
住
民
税
の
課
税

所
得
は
所
得
税
よ
り
も
多

く
な
る
こ
と
か
ら
、
住
民

税
の
税
率
を
「
５
％
」
か

ら
「　

％
」
に
引
き
上
げ

１０

た
場
合
、
所
得
税
の
税
率

を
引
き
下
げ
た
だ
け
で
は

税
負
担
が
増
え
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
個
々

の
納
税
者
の
人
的
控
除
の

適
用
状
況
に
応
じ
て
、
住

民
税
を
減
額
し
、
納
税
者

の
税
負
担
が
変
わ
ら
な
い

税
負
担
は
？

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
減
税

　

平
成　

年
ま
で
の
入
居

１８

者
に
つ
い
て
、
今
回
の
税

源
移
譲
に
よ
っ
て
、
平
成

　

年
以
降
の
所
得
税
に
お

１９け
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に

よ
る
減
税
額
が
減
っ
て
し

ま
う
場
合
に
は
、
市
に
申

請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

そ
の
分
を
翌
年
度
の
住
民

税
で
減
税
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
※
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

　
　

月
１
日
か
ら
、
平
成

１１

　

・　

年
度
の
市
が
発
注

１９

２０

す
る
建
設
工
事
や
物
品
購

入
な
ど
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。
対
象
の
業
種

で
入
札
参
加
を
希
望
す
る

事
業
者
は
、
受
付
期
間
内

に
申
請
手
続
き
を
。

　

な
お
、
今
回
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

電
子
申
請
に
変
わ
り
ま
す
。

申
請
に
は
、
申
請
Ｉ
Ｄ
と

パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

平
成　

・　

年
度
流
山
市

１７

１８

入
札
参
加
資
格
登
録
名
簿

に
登
録
済
み
の
事
業
者
に

は
、　

月
上
旬
に
申
請
Ｉ

１０

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
記
載

し
た
ハ
ガ
キ
が
本
社
宛
て

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
申
請

時
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

▽
業
種
＝
①
建
設
工
事

②
測
量
・
コ
ン
サ
ル
③
物

品
④
委
託
▽
申
請
期
間
＝

　

月
１
日
〜
平
成　

年
２

１１

１９

月　

日
▽
入
札
参
加
資
格

２８
者
名
簿
登
録
期
間
＝
平
成

　

年
６
月
１
日
〜
平
成　

１９

２１

年
５
月　

日
（
予
定
）
▽

３１

申
請
方
法
＝
①
配
付
さ
れ

｢た 
申
請
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ

｣
｢

ー
ド 
で 
ち
ば
市
町
村 

共
同
利
用
電
子
調
達
シ
ス
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に
ロ
グ
イ
ン
②

申
請
入
力
③
申
請
書
お
よ

び
添
付
資
料
を
申
請
期
間

中
（
末
日
消
印
有
効
）
に

〒
２
７
０
―
０
１
９
２
流

山
市
役
所
管
財
課
へ
郵
送

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

｢

ー
ジ
ま
た
は 
ち
ば
市
町

村
共
同
利
用
電
子
調
達
シ

｣

ス
テ
ム 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

　

□問
 

管
財
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
９

Ｈ１９・２０年度

入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請

申
請
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
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移 譲 後 �

住�民� 地�方�

＋�３�兆�円�

△�３�兆�円� 国庫補助国庫補助金�国庫補助国庫補助金� 国庫補助金�国庫補助金�

［図１］三位一体改革の税源移譲のイメージ

［図２］税源移譲前と移譲後の所得税、住民税�

移譲前�

所 得 税 �

10%

2%2%
3%

8%
10%

13%
10%

4段階� 6段階�

10%比例税率�

5%

3%

20%

30%

37%

住 民 税 �

所 得 税 �

5%

4%（県民税）�

6%（市民税）�

20%

10%

23%

33%
40%

住 民 税 �

移譲後�

個々の納税者の負担合計額は同じ�

＝�

定率減税の廃止について　
　景気対策のため、暫定的な税負担の軽減措置とし
て導入されてきました｢定率減税｣が、国の税制改正
により来年から廃止されることになりました。
　定率減税により現行では、所得税では税額の１０％
相当額（限度額１２万５,０００円）が、住民税では税額の
７.５％相当額（限度額２万円）が減額されています。
　この減額が、定率減税の廃止によりなくなり、来
年からそれぞれ税負担が増えることになります。
　□問 市民税課�７１５０―６０７３

市有地を売却します
個人・法人を問いません　

　市では、市有地１５物件を一般競争入札で売却します
（別表参照）。
　入札参加者は、市内外の個人・法人を問いません
（ある一定条件に該当する方は、参加できないことも
あります）。詳細は、市ホームページをご覧ください。
　▽入札案内書の配布期間／場所＝１１月１日�まで
（土・日曜を除く）／管財課、各出張所▽入札参加申
し込み期間／場所＝１１月７日�まで（土・日曜、祝日
を除く９時～１７時）／管財課※直接持参または郵送で
▽入札日／場所＝１１月１５日�／市役所会議室
　□問 管財課�７１５０―６０６９

□問
 

市
民
税
課

�
７
１
５
０
│
６
０
７
３

最低売却価格面積（㎡）所在地（流山市）物件
番号

２８,５７７,１２０円１６２.３７南流山７丁目１０番３１
５０,３２０,１６０円２８５.９１南流山７丁目１０番１２２
５０,３１６,６４０円２８５.８９南流山７丁目１０番１３３
５９,５４４,５７０円３３６.４１南流山７丁目１１番５４
６１,３４６,４３０円３４６.５９南流山７丁目１１番１６５
６０,９９９,８４０円３４６.５９南流山７丁目１１番１７６
３５,１３４,４４０円２０４.２７南流山７丁目２２番７７
３５,０９６,１６０円１９９.４１南流山７丁目２２番２５８
３５,０９７,９２０円１９９.４２南流山７丁目２２番２６９
３５,０９７,９２０円１９９.４２南流山７丁目２２番２７１０
４８,０３４,８００円２６６.８６南流山８丁目１番５１１
４３,８２１,６００円２８８.３０南流山８丁目３番２６１２
４５,９０５,２２０円２５３.６２南流山８丁目１２番２１３
３９,１００,７６５円２４２.１１南流山８丁目２３番３１４
３９,１００,７６５円２４２.１１南流山８丁目２３番２１１５

税源移譲による所得税、住民税の変化・モデルの試算（年間）

※三位一体改革…国と地方のあり方を見直す中で、地方への税源移
譲、国からの補助金などの削減、地方交付税の見直しを一体で行
うもの

※所得税…個人の所得（収入から経費などを引いたもの）に対して
かかる税金（国の財源）

※住民税（市・県民税）…個人の住民税には、所得の額に関わらず
均等の額を負担する「均等割」と所得の額に応じて負担する「所
得割」があります。市民税、県民税を一括して市に納めます

■独身者の場合

負担
増減額

＝

税源移譲後（単位：円）

�

税源移譲前（単位：円）給与
収入 合　計住民税所得税合　計住民税所得税

０円１８８,５００１２６,５００６２,０００１８８,５００６４,５００１２４,０００３００万

０円４２１,０００２６０,５００１６０,５００４２１,０００１６３,０００２５８,０００５００万

０円７８１,０００４０４,５００３７６,５００７８１,０００３０７,０００４７４,０００７００万

０円１,５１９,０００６５０,５００８６８,５００１,５１９,０００５５３,０００９６６,０００１,０００万

■夫婦＋子ども２人の場合

負担
増減額

＝

税源移譲後（単位：円）

�

税源移譲前（単位：円）給与
収入 合　計住民税所得税合　計住民税所得税

０円９,０００９,００００９,０００９,００００３００万

０円１９５,０００１３５,５００５９,５００１９５,０００７６,０００１１９,０００５００万

０円４５９,０００２９３,５００１６５,５００４５９,０００１９６,０００２６３,０００７００万

０円１,１３０,０００５３９,５００５９０,５００１,１３０,０００４４２,０００６８８,０００１,０００万

※夫婦と子ども２人の場合、子どものうち１人が特定扶養親族（１６歳以上２３歳未満）に該当
するものとして計算しています

※一定の社会保険料が所得から控除されるものとして計算しています
※上表は税源移譲による負担変動を示すものです。税源移譲前の金額は、定率減税廃止後の
金額となっています

Mac11 Title:広報ながれやま10/15号P1-3 Page:3  Date: 2006/10/11 Wed 16:48:28
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ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
市
の
行
財
政
改
革

の
指
針
と
し
て
平
成　

年
１７

３
月
に
策
定
し
た
新
行
財

政
改
革
実
行
プ
ラ
ン
の「
実

践
計
画
」
と
し
て
、
行
財

政
改
革
審
議
会
や
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ

き
、
平
成　

年
８
月
に
作

１７

成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
新
行
財
政
改

革
実
行
プ
ラ
ン
に
掲
げ
た

　

の
改
革
項
目
に
つ
い
て
、

７２平
成　

年
度
か
ら
平
成　

１７

２１

年
度
ま
で
の
年
度
ご
と
の

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示

し
て
い
ま
す
が
、
各
年
度

の
上
半
期
と
下
半
期
の
２

回
に
分
け
進
捗
状
況
を
確

認
し
、
適
宜
、
必
要
な
修

正
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
進
捗

状
況
に
つ
い
て
は
、
行
財

政
改
革
審
議
会
に
報
告
し
、

意
見
を
い
た
だ
く
よ
う
に

諮
問
し
て
お
り
、
平
成　
１７

年
度
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
は
、
７
月　

日
付
で
答

２８

申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、

こ
の
ほ
ど
新
行
財
政
改
革

実
行
プ
ラ
ン
・
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
平
成　
１７

年
度
総
括
）
進
捗
状
況
報

告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
　

の
改
革
項
目
（
担
当

７２
課
が
重
複
す
る
た
め
、
合

計
で
は　

項
目
）
の
進
捗

７６

状
況
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

１
０
０
％
実
施
が　

項
５５

目
、　

％
実
施
が　

項
目
、

７５

１２

　

％
実
施
が
５
項
目
、　

５０

２５

％
実
施
が
２
項
目
、
未
着

行財政改革

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
開
業
し
て
か
ら
１

年
が
経
過
し
、
市
内
３
駅
を
中
心
と
し
た
沿
線

の
整
備
も
い
よ
い
よ
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
市

で
は
、
市
民
や
企
業
に
と
っ
て
、
満
足
度
が
高

く
魅
力
的
な
街
を
目
指
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
は
、
行
財

政
改
革
の
推
進
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
現
在
、

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
、

１７

２１

「
新
行
財
政
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
全
庁

を
挙
げ
て
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
進
め
る
と

と
も
に
、
行
政
評
価
を
取
り
入
れ
効
率
的
な
行

財
政
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
行
財
政
改
革
実
行
プ
ラ
ン
・

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

手
が
２
項
目
で
し
た
（
図

１
・
表
１
参
照
）。

　

今
後
は
、
前
倒
し
で
実

施
で
き
る
項
目
は
着
実
に

実
施
し
、
進
捗
度
が　

％
７５

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
行
財
政

改
革
審
議
会
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
再
検
討
を
行

い
、
１
０
０
％
の
達
成
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
評
価
を
実
施

行
政
評
価
を
実
施

全
て
の
事
業
の
見
直
し

全
て
の
事
業
の
見
直
し

計
画
や
予
算
へ
の
反
映

計
画
や
予
算
へ
の
反
映

や
事
業
（
約
７
３
０
事

業
）。
総
合
計
画
の
「
施

策
」、「
個
別
施
策
」
を
実

現
す
る
手
段
。

　

注
２
…
市
の
目
指
す
方

向
や
目
的
を
示
し
た
「
政

策
」
を
実
現
す
る
た
め
の

手
段
（　

施
策
、
１
７
６

３６

個
別
施
策
）。

　

市
で
は
、
新
行
財
政
改

革
実
行
プ
ラ
ン
で
掲
げ
た

　

項
目
の
改
革
項
目
の
一

７２つ
で
あ
る
「
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
全
事

務
事
業
の
見
直
し
」
を
推

進
し
、
市
の
全
て
の 
事
務 

注
１

事
業
に
つ
い
て
定
期
的
に

評
価
・
分
析
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
改
革
・
改
善

に
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成　

年
１６

度
か
ら
は
、 
施 
策
・
個

注
２

別
施
策
の
評
価
結
果
を

市
の
総
合
計
画
の
策
定

や
予
算
に
反
映
さ
せ
て

い
ま
す
。

　

注
１
…
市
が
行
っ
て

�
　

こ
れ
ま
で
の
行
政
運
営

は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

事
務
事
業
の
計
画
（
Ｐ
Ｌ

Ａ
Ｎ
）
を
策
定
し
て
予
算

編
成
を
行
っ
て
し
ま
え
ば
、

そ
の
後
は
執
行
（
Ｄ
Ｏ
）

す
る
だ
け
と
い
う
流
れ
で

あ
り
が
ち
で
し
た
。
こ
の

た
め
、
そ
の
事
務
事
業
が

果
た
し
て
市
民
生
活
に
役

立
っ
て
い
る
の
か
、
効
率

性
は
ど
う
か
、
と
い
っ
た

評
価
・
分
析
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

行
政
評
価
と
は

行
政
評
価
と
は

を
行
う
こ
と
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

行
政
評
価
と
は
、
こ
の

計
画
、
実
施
、
評
価
・
分

析
と
い
う
一
連
の
流
れ
を

と
お
し
て
、
そ
の
結
果
を

総
合
計
画
の
策
定
、
予
算

編
成
、
行
政
改
革
な
ど
に

活
用
す
る
こ
と
（
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
サ
イ
ク
ル
・
図
２
参

照
）
で
、
効
率
的
で
質
の

高
い
行
政
運
営
を
実
現
す

る
た
め
の
手
法
の
１
つ
で

す
。 

施策名� 向上した指標�
平成１６年度�
実績値�

平成１７年度�
実績値�

施策名� 低下した指標� 平成１６年度�
実績値�

平成１７年度�
実績値�

市
民
の
視
点
に
立
っ
て

市
民
の
視
点
に
立
っ
て

成
果
重
視
で
評
価
・
分
析

成
果
重
視
で
評
価
・
分
析

　

評
価
・
分
析
は
、
事
務

事
業
や
施
策
の
達
成
度
を

客
観
的
に
測
る
数
値
化
し

た
指
標
（
成
果
指
標
）
を

設
定
し
、
そ
の
達
成
度
を

毎
年
把
握
し
な
が
ら
、「
ど

や
「
ど
れ
だ
け
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
た
か
」
で
は
な

く
、「
市
民
生
活
に
ど
れ
だ

け
役
に
立
っ
た
か
」
や

「
市
民
生
活
が
ど
れ
だ
け

向
上
し
た
か
」
と
い
っ
た

で
す
。

　

指
標
値
は
、
業
務
上
の

デ
ー
タ
や
毎
年
３
０
０
０

人
を
対
象
に
実
施
し
て
い

る
「
ま
ち
づ
く
り
達
成
度

ア
ン
ケ
ー
ト
」
な
ど
か
ら

取
得
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
策
の
評
価
で

は
、　

施
策
全
て
に
お
い

３６

て
平
成　

年
度
か
ら　

年

１７

２１

度
ま
で
の
目
標
値
を
設
定

し
、
指
標
値
の
達
成
状
況

を
見
な
が
ら
評
価
・
分
析

を
行
い
、
課
題
や
来
年
度

に
向
け
た
方
向
性
を
整
理

し
ま
し
た
（
表
２
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
に
行
政
評
価

を
行
う
こ
と
で
、「
限
ら
れ

た
財
源
の
な
か
で
市
民
満

足
度
を
高
め
る
た
め
に
は

何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
」を

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
意

識
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

�
　

本
年
度
か
ら
透
明
性
と

客
観
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
学
識
経
験
者
、
公
共

団
体
の
代
表
者
、
市
民
に

よ
り
構
成
す
る
行
財
政
改

革
審
議
会
へ
、
市
が
行
っ

た
一
連
の
評
価
に
対
し
、

第
３
者
や
市
民
の
立
場
か

ら
意
見
を
い
た
だ
く
外
部

評
価
を
諮
問
し
ま
し
た
。

こ
の
諮
問
に
対
し
、
８
月

　

日
付
で
答
申
を
い
た
だ

１１き
ま
し
た
。

　

【
外
部
評
価
に
よ
っ
て 

寄
せ
ら
れ
た
主
な
意
見
】

　

◎
社
会
情
勢
の
変
化
に

本
年
度
か
ら
外

本
年
度
か
ら
外 

部部
評
価
を
実
施

評
価
を
実
施

析
を
行
っ
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。

　

◎
市
民
満
足
度
の
適
切

な
把
握

　

各
課
に
お
い
て
も
、「
ま

ち
づ
く
り
達
成
度
ア
ン
ケ

ー
ト
」
で
は
把
握
で
き
な

い
施
設
利
用
の
満
足
度
や
、

各
種
の
イ
ベ
ン
ト
・
講
座

な
ど
に
参
加
し
た
際
の
満

足
度
に
つ
い
て
、
独
自
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

指
標
化
す
る
な
ど
、
常
に

検
証
を
行
う
姿
勢
が
必
要

で
あ
る
。

�
　

市
で
は
、
定
期
的
に
事

務
事
業
や
施
策
の
評
価
・

分
析
を
行
い
改
革
・
改
善

評
価
結
果
を
踏
ま

評
価
結
果
を
踏
ま

え
改
革
･
改
善
に

え
改
革
･
改
善
に

図２　行政評価システムのマネジメントサイクル

表２　施策の主な指標値の変化

プログ

ション
もの。

合計画の体系

（　）　　 第１１２４号５

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
務

れ
だ
け
経
費
を
か
け
た
か
」

視
点
に
立
っ
て
行
う
も
の

職
員
自
ら
が
常
に
考
え
る

対
応
し
た
成
果
指
標
の
設

定
　

施
策
の
成
果
指
標
の
中

に
は
、
現
在
の
社
会
状
況

等
に
適
し
て
い
な
い
も
の

が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
次
年
度

に
向
け
て
見
直
し
を
行
う

べ
き
で
あ
る
。

　

◎
市
民
の
視
点
に
立
っ

た
評
価
・
分
析
の
必
要
性

　

成
果
指
標
に
つ
い
て
、

例
え
ば
、
苦
情
件
数
を
成

果
指
標
と
し
て
掲
げ
て
い

る
が
、
苦
情
内
容
の
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
単
に
件
数
が
減

っ
た
と
い
う
だ
け
で
の
評

価
で
は
な
く
、
内
容
の
分

に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
満

足
度
を
高
め
て
い
く
よ
う

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

�
　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
進
捗
状
況
報
告
書
、
行

財
政
改
革
審
議
会
か
ら
の

答
申
書
、
行
政
評
価
の
評

価
結
果
に
つ
い
て
は
、
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課　
 

　

�
７
１
５
０
―
６
０　
 

　

７
８

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

流
山
お
お
た
か
の
森
駅

北
自
転
車
駐
車
場
を
増
設

　

日
か
ら
利
用
受
け
付
け

１６

Ｎ
�

つくば方面�秋葉原方面�

至初石駅�

至豊四季駅�

流山おおたかの森駅�

自転車駐車場�

流山おおたかの森駅自転車駐車場�

受付場所�
（管理人室）�

都計道・東深井・市野谷線� 東武野田線�

増設分�

ま
す
。

　

利
用
受
け
付
け
は
、　
１０

月　

日
か
ら
先
着
順
で
行

１６
い
ま
す
。
利
用
を
ご
希
望

の
方
は
、
流
山
お
お
た
か

の
森
駅
北
自
転
車
駐
車
場

内
管
理
人
室
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

「
流
山
お
お
た
か
の
森

駅
北
自
転
車
駐
車
場
」
を

増
設
し
ま
す
（
案
内
図
参

照
）。収
容
台
数
は
自
転
車

１
４
２
台
で
す
。

　

こ
れ
は
、
同
駅
北
自
転

車
駐
車
場
の
空
き
待
ち
解

消
を
図
る
た
め
、
�
自
転

車
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ
ー

が
市
の
依
頼
に
基
づ
き
増

設
す
る
も
の
で
、　

月　
１０

２１

日
か
ら
供
用
開
始
と
な
り

　

▽
受
付
日
＝　

月　

日

１０

１６

�
〜
▽
受
付
時
間
＝
６
時

　

分
〜　

時
、　

時
〜　

３０

１０

１６

２０

時
▽
受
付
場
所
＝
流
山
お

お
た
か
の
森
駅
北
自
転
車

駐
車
場
内
管
理
人
室
▽
利

用
料
金
＝
別
表
参
照
▽
利

用
時
間
＝　

時
間
開
放

２４

　

□問
 

流
山
お
お
た
か
の
森

駅
北
自
転
車
駐
車
場
�
７

１
５
６
―
０
９
２
９
／
生

活
安
全
課
�
７
１
５
０
―

６
３
１
２

　

市
で
は
、
市
民
活
動
団

体
の
公
益
的
な
事
業
を
助

成
す
る
「
市
民
活
動
団
体

公
益
事
業
補
助
金
制
度
」

を
こ
と
し
４
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
本
年
度
は　
１０

事
業
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
認
定
し
た
事
業

の
進
捗
状
況
等
を
確
認
す

る
た
め
の
中
間
報
告
と
し

て
「
協
働
ま
ち
づ
く
り
提

案
調
整
会
議
」
を
開
催
し

ま
す
。
今
後
、
本
制
度
へ

応
募
を
検
討
さ
れ
て
い
る

市
民
活
動
を
応
援

会
議
で
認
定
事
業
の
中
間
報
告

市
民
活
動
団
体
の
方
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
関
心
の
あ
る
方
な

ど
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２８

９
時　

分
〜　

時
▽
場
所

１５

１２

＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
４

階
▽
内
容
＝
平
成　

年
度

１８

市
民
活
動
団
体
公
益
事
業

補
助
金
認
定
事
業
の
中
間

報
告
▽
傍
聴
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５

�
　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２８

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所

１３

３０

１６

＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽

定
員
＝　

人
（
先
着
順
）

７０

▽
内
容
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
基
礎

知
識
な
ど
▽
申
し
込
み
＝

ハ
ガ
キ
に
「　

月　

日
県

１０

２８

県
民
Ｎ
Ｐ
Ｏ

基
礎
講
座

民
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
礎
講
座
参
加

希
望
」、郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
所
属

団
体
名
を
明
記
の
上
、
〒

２
６
０
―
８
６
６
７
千
葉

県
庁
Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
へ
。
フ

ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
（p

artn
er@
ch
ib
a-

n
p
o.jp

）
で
の
申
し
込
み

も
可

　

□問
 

千
葉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス

�
０
４
３
―
２
２
３
―
４

１
４
５
／
�
０
４
３
―
２

２
２
―
０
１
９
０

１
５
２
―
０
３
５
３

　
【
入
園
案
内
】

　

▽
入
園
案
内
・
願
書
配

布
＝
各
幼
稚
園
で　

日
�

１６

か
ら
配
布
▽
願
書
受
け
付

け
＝　

月
１
日
�
か
ら
６

１１

日
�
ま
で
各
幼
稚
園
で（
土

・
日
曜
、
祝
日
を
除
く　
１３

時
〜　

時
）
▽
対
象
＝
平

１７

成　

年
４
月
２
日
〜
平
成

１４

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

１５幼
児
（
幼
児
・
保
護
者
と

も
市
内
在
住
の
方
）
▽
定

員
＝
各
園　

人
▽
入
園
料

３０

＝
５
０
０
０
円
▽
授
業
料

＝
月
額
７
０
０
０
円

　

□問
 

各
幼
稚
園

ごみの出し方『ここがポイント』
　◎ガスライターの出し方に注意！
　ガスライターが原因と思われるごみ収集時の火災事故が発
生しました。
　ガスライターは、「危険ごみ」として排出することになっ
ていますが、「燃やさないごみ」と一緒に集積所に出された
ため、何らかの原因で残っていたガスに引火したものと思わ
れます。
　ガスライターを排出するときは、必ず中身を使い切ってか
ら「危険ごみ」として、ガスライターのみを中身の確認でき
る透明性を有する袋に入れて、決められた日に排出してくだ
さい。
　◎ごみを出すときはルールを守って！
　最近、ごみ出しのルールを守らずにイエローカードを貼ら
れて取り残されるごみが多く見られます。収集日以外に出さ
れたごみや混合ごみ、粗大ごみなどは、集積所に出しても収
集しません。
　ごみ集積所周辺の方の迷惑になりますので、ごみはルール
を守って出しましょう。
　□問 クリーン推進課�７１５７－７４１１

来
春
の
入
園
児
を
募
集

願
書
受
け
付
け
は　

月
１
日
か
ら

１１

　

市
立
幼
稚
園（
流
山
・

江
戸
川
台
）
で
は
、
来

春
４
月
に
入
園
す
る
園

児
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
市
立
幼
稚
園
概
要
】

　

①
流
山
幼
稚
園
…

﹇
住
所
﹈
流
山
９
―
５

０
０
―
３
、﹇
電
話
﹈
７

１
５
８
―
１
２
７
０

　

②
江
戸
川
台
幼
稚
園

…
﹇
住
所
﹈
江
戸
川
台

東
３
―
２
、﹇
電
話
﹈
７

市立幼稚園

図１　平成１７年度進捗状況

（進捗度判断基準）
１００％…計画どおり平成１７年度に完了したもの。
　７５％…計画に対し、やや遅れているが、今後完了が見込まれるもの。
　５０％…計画に対し、おおむね50％程度の実施状況であり、アクションプ

ラムの平成１８年度以降の実施内容を見直す必要があるもの。
　２５％…計画に対し、着手はしたが改革実現が困難な状況であり、アクシ

プログラムの平成１８年度以降の実施内容を見直す必要があるも
　０％…計画に対し、何らかの理由により着手できなかったもの。

表１　主な改革項目の進捗度

利用料金（定期利用）
６カ月３カ月１カ月区　　分
　８,７００円４,５００円１,６００円一　般

自転車
　７,６００円３,９００円１,４００円学生（高校

生以下）
１５,１００円８,０００円２,８００円原付バイク

※学生料金の適用は高校生以下です。受け付け時に学生証
を提示してください
※生活保護世帯の方、身体障害者手帳または療育手帳を持
つ方は、利用料金が免除になります

楽しく遊んで学んで　楽しく遊んで学んで

総合
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ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
市
の
行
財
政
改
革

の
指
針
と
し
て
平
成　

年
１７

３
月
に
策
定
し
た
新
行
財

政
改
革
実
行
プ
ラ
ン
の「
実

践
計
画
」
と
し
て
、
行
財

政
改
革
審
議
会
や
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ

き
、
平
成　

年
８
月
に
作

１７

成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
新
行
財
政
改

革
実
行
プ
ラ
ン
に
掲
げ
た

　

の
改
革
項
目
に
つ
い
て
、

７２平
成　

年
度
か
ら
平
成　

１７

２１

年
度
ま
で
の
年
度
ご
と
の

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示

し
て
い
ま
す
が
、
各
年
度

の
上
半
期
と
下
半
期
の
２

回
に
分
け
進
捗
状
況
を
確

認
し
、
適
宜
、
必
要
な
修

正
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
進
捗

状
況
に
つ
い
て
は
、
行
財

政
改
革
審
議
会
に
報
告
し
、

意
見
を
い
た
だ
く
よ
う
に

諮
問
し
て
お
り
、
平
成　
１７

年
度
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
は
、
７
月　

日
付
で
答

２８

申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、

こ
の
ほ
ど
新
行
財
政
改
革

実
行
プ
ラ
ン
・
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
平
成　
１７

年
度
総
括
）
進
捗
状
況
報

告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
　

の
改
革
項
目
（
担
当

７２
課
が
重
複
す
る
た
め
、
合

計
で
は　

項
目
）
の
進
捗

７６

状
況
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

１
０
０
％
実
施
が　

項
５５

目
、　

％
実
施
が　

項
目
、

７５

１２

　

％
実
施
が
５
項
目
、　

５０

２５

％
実
施
が
２
項
目
、
未
着

行財政改革

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
開
業
し
て
か
ら
１

年
が
経
過
し
、
市
内
３
駅
を
中
心
と
し
た
沿
線

の
整
備
も
い
よ
い
よ
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
市

で
は
、
市
民
や
企
業
に
と
っ
て
、
満
足
度
が
高

く
魅
力
的
な
街
を
目
指
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
は
、
行
財

政
改
革
の
推
進
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
現
在
、

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
、

１７

２１

「
新
行
財
政
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
全
庁

を
挙
げ
て
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
進
め
る
と

と
も
に
、
行
政
評
価
を
取
り
入
れ
効
率
的
な
行

財
政
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
行
財
政
改
革
実
行
プ
ラ
ン
・

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

手
が
２
項
目
で
し
た
（
図

１
・
表
１
参
照
）。

　

今
後
は
、
前
倒
し
で
実

施
で
き
る
項
目
は
着
実
に

実
施
し
、
進
捗
度
が　

％
７５

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
行
財
政

改
革
審
議
会
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
再
検
討
を
行

い
、
１
０
０
％
の
達
成
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
評
価
を
実
施

行
政
評
価
を
実
施

全
て
の
事
業
の
見
直
し

全
て
の
事
業
の
見
直
し

計
画
や
予
算
へ
の
反
映

計
画
や
予
算
へ
の
反
映

や
事
業
（
約
７
３
０
事

業
）。
総
合
計
画
の
「
施

策
」、「
個
別
施
策
」
を
実

現
す
る
手
段
。

　

注
２
…
市
の
目
指
す
方

向
や
目
的
を
示
し
た
「
政

策
」
を
実
現
す
る
た
め
の

手
段
（　

施
策
、
１
７
６

３６

個
別
施
策
）。

　

市
で
は
、
新
行
財
政
改

革
実
行
プ
ラ
ン
で
掲
げ
た

　

項
目
の
改
革
項
目
の
一

７２つ
で
あ
る
「
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
全
事

務
事
業
の
見
直
し
」
を
推

進
し
、
市
の
全
て
の 
事
務 

注
１

事
業
に
つ
い
て
定
期
的
に

評
価
・
分
析
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
改
革
・
改
善

に
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成　

年
１６

度
か
ら
は
、 
施 
策
・
個

注
２

別
施
策
の
評
価
結
果
を

市
の
総
合
計
画
の
策
定

や
予
算
に
反
映
さ
せ
て

い
ま
す
。

　

注
１
…
市
が
行
っ
て

�
　

こ
れ
ま
で
の
行
政
運
営

は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

事
務
事
業
の
計
画
（
Ｐ
Ｌ

Ａ
Ｎ
）
を
策
定
し
て
予
算

編
成
を
行
っ
て
し
ま
え
ば
、

そ
の
後
は
執
行
（
Ｄ
Ｏ
）

す
る
だ
け
と
い
う
流
れ
で

あ
り
が
ち
で
し
た
。
こ
の

た
め
、
そ
の
事
務
事
業
が

果
た
し
て
市
民
生
活
に
役

立
っ
て
い
る
の
か
、
効
率

性
は
ど
う
か
、
と
い
っ
た

評
価
・
分
析
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

行
政
評
価
と
は

行
政
評
価
と
は

を
行
う
こ
と
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

行
政
評
価
と
は
、
こ
の

計
画
、
実
施
、
評
価
・
分

析
と
い
う
一
連
の
流
れ
を

と
お
し
て
、
そ
の
結
果
を

総
合
計
画
の
策
定
、
予
算

編
成
、
行
政
改
革
な
ど
に

活
用
す
る
こ
と
（
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
サ
イ
ク
ル
・
図
２
参

照
）
で
、
効
率
的
で
質
の

高
い
行
政
運
営
を
実
現
す

る
た
め
の
手
法
の
１
つ
で

す
。 

施策名� 向上した指標�
平成１６年度�
実績値�

平成１７年度�
実績値�

施策名� 低下した指標� 平成１６年度�
実績値�

平成１７年度�
実績値�

市
民
の
視
点
に
立
っ
て

市
民
の
視
点
に
立
っ
て

成
果
重
視
で
評
価
・
分
析

成
果
重
視
で
評
価
・
分
析

　

評
価
・
分
析
は
、
事
務

事
業
や
施
策
の
達
成
度
を

客
観
的
に
測
る
数
値
化
し

た
指
標
（
成
果
指
標
）
を

設
定
し
、
そ
の
達
成
度
を

毎
年
把
握
し
な
が
ら
、「
ど

や
「
ど
れ
だ
け
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
た
か
」
で
は
な

く
、「
市
民
生
活
に
ど
れ
だ

け
役
に
立
っ
た
か
」
や

「
市
民
生
活
が
ど
れ
だ
け

向
上
し
た
か
」
と
い
っ
た

で
す
。

　

指
標
値
は
、
業
務
上
の

デ
ー
タ
や
毎
年
３
０
０
０

人
を
対
象
に
実
施
し
て
い

る
「
ま
ち
づ
く
り
達
成
度

ア
ン
ケ
ー
ト
」
な
ど
か
ら

取
得
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
策
の
評
価
で

は
、　

施
策
全
て
に
お
い

３６

て
平
成　

年
度
か
ら　

年

１７

２１

度
ま
で
の
目
標
値
を
設
定

し
、
指
標
値
の
達
成
状
況

を
見
な
が
ら
評
価
・
分
析

を
行
い
、
課
題
や
来
年
度

に
向
け
た
方
向
性
を
整
理

し
ま
し
た
（
表
２
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
に
行
政
評
価

を
行
う
こ
と
で
、「
限
ら
れ

た
財
源
の
な
か
で
市
民
満

足
度
を
高
め
る
た
め
に
は

何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
」を

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
意

識
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

�
　

本
年
度
か
ら
透
明
性
と

客
観
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
学
識
経
験
者
、
公
共

団
体
の
代
表
者
、
市
民
に

よ
り
構
成
す
る
行
財
政
改

革
審
議
会
へ
、
市
が
行
っ

た
一
連
の
評
価
に
対
し
、

第
３
者
や
市
民
の
立
場
か

ら
意
見
を
い
た
だ
く
外
部

評
価
を
諮
問
し
ま
し
た
。

こ
の
諮
問
に
対
し
、
８
月

　

日
付
で
答
申
を
い
た
だ

１１き
ま
し
た
。

　

【
外
部
評
価
に
よ
っ
て 

寄
せ
ら
れ
た
主
な
意
見
】

　

◎
社
会
情
勢
の
変
化
に

本
年
度
か
ら
外

本
年
度
か
ら
外 

部部
評
価
を
実
施

評
価
を
実
施

析
を
行
っ
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。

　

◎
市
民
満
足
度
の
適
切

な
把
握

　

各
課
に
お
い
て
も
、「
ま

ち
づ
く
り
達
成
度
ア
ン
ケ

ー
ト
」
で
は
把
握
で
き
な

い
施
設
利
用
の
満
足
度
や
、

各
種
の
イ
ベ
ン
ト
・
講
座

な
ど
に
参
加
し
た
際
の
満

足
度
に
つ
い
て
、
独
自
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

指
標
化
す
る
な
ど
、
常
に

検
証
を
行
う
姿
勢
が
必
要

で
あ
る
。

�
　

市
で
は
、
定
期
的
に
事

務
事
業
や
施
策
の
評
価
・

分
析
を
行
い
改
革
・
改
善

評
価
結
果
を
踏
ま

評
価
結
果
を
踏
ま

え
改
革
･
改
善
に

え
改
革
･
改
善
に

図２　行政評価システムのマネジメントサイクル

表２　施策の主な指標値の変化

プログ

ション
もの。

合計画の体系

（　）　　 第１１２４号５

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
務

れ
だ
け
経
費
を
か
け
た
か
」

視
点
に
立
っ
て
行
う
も
の

職
員
自
ら
が
常
に
考
え
る

対
応
し
た
成
果
指
標
の
設

定
　

施
策
の
成
果
指
標
の
中

に
は
、
現
在
の
社
会
状
況

等
に
適
し
て
い
な
い
も
の

が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
次
年
度

に
向
け
て
見
直
し
を
行
う

べ
き
で
あ
る
。

　

◎
市
民
の
視
点
に
立
っ

た
評
価
・
分
析
の
必
要
性

　

成
果
指
標
に
つ
い
て
、

例
え
ば
、
苦
情
件
数
を
成

果
指
標
と
し
て
掲
げ
て
い

る
が
、
苦
情
内
容
の
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
単
に
件
数
が
減

っ
た
と
い
う
だ
け
で
の
評

価
で
は
な
く
、
内
容
の
分

に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
満

足
度
を
高
め
て
い
く
よ
う

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

�
　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
進
捗
状
況
報
告
書
、
行

財
政
改
革
審
議
会
か
ら
の

答
申
書
、
行
政
評
価
の
評

価
結
果
に
つ
い
て
は
、
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課　
 

　

�
７
１
５
０
―
６
０　
 

　

７
８

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

流
山
お
お
た
か
の
森
駅

北
自
転
車
駐
車
場
を
増
設

　

日
か
ら
利
用
受
け
付
け

１６

Ｎ
�

つくば方面�秋葉原方面�

至初石駅�

至豊四季駅�

流山おおたかの森駅�

自転車駐車場�

流山おおたかの森駅自転車駐車場�

受付場所�
（管理人室）�

都計道・東深井・市野谷線� 東武野田線�

増設分�

ま
す
。

　

利
用
受
け
付
け
は
、　
１０

月　

日
か
ら
先
着
順
で
行

１６
い
ま
す
。
利
用
を
ご
希
望

の
方
は
、
流
山
お
お
た
か

の
森
駅
北
自
転
車
駐
車
場

内
管
理
人
室
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

「
流
山
お
お
た
か
の
森

駅
北
自
転
車
駐
車
場
」
を

増
設
し
ま
す
（
案
内
図
参

照
）。収
容
台
数
は
自
転
車

１
４
２
台
で
す
。

　

こ
れ
は
、
同
駅
北
自
転

車
駐
車
場
の
空
き
待
ち
解

消
を
図
る
た
め
、
�
自
転

車
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ
ー

が
市
の
依
頼
に
基
づ
き
増

設
す
る
も
の
で
、　

月　
１０

２１

日
か
ら
供
用
開
始
と
な
り

　

▽
受
付
日
＝　

月　

日

１０

１６

�
〜
▽
受
付
時
間
＝
６
時

　

分
〜　

時
、　

時
〜　

３０

１０

１６

２０

時
▽
受
付
場
所
＝
流
山
お

お
た
か
の
森
駅
北
自
転
車

駐
車
場
内
管
理
人
室
▽
利

用
料
金
＝
別
表
参
照
▽
利

用
時
間
＝　

時
間
開
放

２４

　

□問
 

流
山
お
お
た
か
の
森

駅
北
自
転
車
駐
車
場
�
７

１
５
６
―
０
９
２
９
／
生

活
安
全
課
�
７
１
５
０
―

６
３
１
２

　

市
で
は
、
市
民
活
動
団

体
の
公
益
的
な
事
業
を
助

成
す
る
「
市
民
活
動
団
体

公
益
事
業
補
助
金
制
度
」

を
こ
と
し
４
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
本
年
度
は　
１０

事
業
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
認
定
し
た
事
業

の
進
捗
状
況
等
を
確
認
す

る
た
め
の
中
間
報
告
と
し

て
「
協
働
ま
ち
づ
く
り
提

案
調
整
会
議
」
を
開
催
し

ま
す
。
今
後
、
本
制
度
へ

応
募
を
検
討
さ
れ
て
い
る

市
民
活
動
を
応
援

会
議
で
認
定
事
業
の
中
間
報
告

市
民
活
動
団
体
の
方
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
関
心
の
あ
る
方
な

ど
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２８

９
時　

分
〜　

時
▽
場
所

１５

１２

＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
４

階
▽
内
容
＝
平
成　

年
度

１８

市
民
活
動
団
体
公
益
事
業

補
助
金
認
定
事
業
の
中
間

報
告
▽
傍
聴
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５

�
　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２８

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所

１３

３０

１６

＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽

定
員
＝　

人
（
先
着
順
）

７０

▽
内
容
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
基
礎

知
識
な
ど
▽
申
し
込
み
＝

ハ
ガ
キ
に
「　

月　

日
県

１０

２８

県
民
Ｎ
Ｐ
Ｏ

基
礎
講
座

民
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
礎
講
座
参
加

希
望
」、郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
所
属

団
体
名
を
明
記
の
上
、
〒

２
６
０
―
８
６
６
７
千
葉

県
庁
Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
へ
。
フ

ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
（p

artn
er@
ch
ib
a-

n
p
o.jp

）
で
の
申
し
込
み

も
可

　

□問
 

千
葉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス

�
０
４
３
―
２
２
３
―
４

１
４
５
／
�
０
４
３
―
２

２
２
―
０
１
９
０

１
５
２
―
０
３
５
３

　
【
入
園
案
内
】

　

▽
入
園
案
内
・
願
書
配

布
＝
各
幼
稚
園
で　

日
�

１６

か
ら
配
布
▽
願
書
受
け
付

け
＝　

月
１
日
�
か
ら
６

１１

日
�
ま
で
各
幼
稚
園
で（
土

・
日
曜
、
祝
日
を
除
く　
１３

時
〜　

時
）
▽
対
象
＝
平

１７

成　

年
４
月
２
日
〜
平
成

１４

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

１５幼
児
（
幼
児
・
保
護
者
と

も
市
内
在
住
の
方
）
▽
定

員
＝
各
園　

人
▽
入
園
料

３０

＝
５
０
０
０
円
▽
授
業
料

＝
月
額
７
０
０
０
円

　

□問
 

各
幼
稚
園

ごみの出し方『ここがポイント』
　◎ガスライターの出し方に注意！
　ガスライターが原因と思われるごみ収集時の火災事故が発
生しました。
　ガスライターは、「危険ごみ」として排出することになっ
ていますが、「燃やさないごみ」と一緒に集積所に出された
ため、何らかの原因で残っていたガスに引火したものと思わ
れます。
　ガスライターを排出するときは、必ず中身を使い切ってか
ら「危険ごみ」として、ガスライターのみを中身の確認でき
る透明性を有する袋に入れて、決められた日に排出してくだ
さい。
　◎ごみを出すときはルールを守って！
　最近、ごみ出しのルールを守らずにイエローカードを貼ら
れて取り残されるごみが多く見られます。収集日以外に出さ
れたごみや混合ごみ、粗大ごみなどは、集積所に出しても収
集しません。
　ごみ集積所周辺の方の迷惑になりますので、ごみはルール
を守って出しましょう。
　□問 クリーン推進課�７１５７－７４１１

来
春
の
入
園
児
を
募
集

願
書
受
け
付
け
は　

月
１
日
か
ら

１１

　

市
立
幼
稚
園（
流
山
・

江
戸
川
台
）
で
は
、
来

春
４
月
に
入
園
す
る
園

児
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
市
立
幼
稚
園
概
要
】

　

①
流
山
幼
稚
園
…

﹇
住
所
﹈
流
山
９
―
５

０
０
―
３
、﹇
電
話
﹈
７

１
５
８
―
１
２
７
０

　

②
江
戸
川
台
幼
稚
園

…
﹇
住
所
﹈
江
戸
川
台

東
３
―
２
、﹇
電
話
﹈
７

市立幼稚園

図１　平成１７年度進捗状況

（進捗度判断基準）
１００％…計画どおり平成１７年度に完了したもの。
　７５％…計画に対し、やや遅れているが、今後完了が見込まれるもの。
　５０％…計画に対し、おおむね50％程度の実施状況であり、アクションプ

ラムの平成１８年度以降の実施内容を見直す必要があるもの。
　２５％…計画に対し、着手はしたが改革実現が困難な状況であり、アクシ

プログラムの平成１８年度以降の実施内容を見直す必要があるも
　０％…計画に対し、何らかの理由により着手できなかったもの。

表１　主な改革項目の進捗度

利用料金（定期利用）
６カ月３カ月１カ月区　　分
　８,７００円４,５００円１,６００円一　般

自転車
　７,６００円３,９００円１,４００円学生（高校

生以下）
１５,１００円８,０００円２,８００円原付バイク

※学生料金の適用は高校生以下です。受け付け時に学生証
を提示してください
※生活保護世帯の方、身体障害者手帳または療育手帳を持
つ方は、利用料金が免除になります

楽しく遊んで学んで　楽しく遊んで学んで

総合
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★印のあるものは市主催のものです 
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庭木の手入れ講習会庭木の手入れ講習会

基礎から講義と実習で基礎から講義と実習で　

　献血にご協力を　
　

　▽日時＝１０月２３日�１０時～１６時▽場所
＝市役所▽献血のできる方＝１６歳～６９
歳の健康な方（６５歳以上の方は、６０歳
から６４歳までに献血経験がある方）※
献血手帳をお持ちの方は持参
　□問 保健センター�７１５４－０３３１

　

毎
年
好
評
の
ガ
レ
ー
ジ

セ
ー
ル
。
ご
み
の
減
量
や

資
源
の
有
効
利
用
の
一
環

と
し
て
、
出
店
者
が
自
分

で
値
段
を
決
め
て
販
売
し

ま
す
。
こ
と
し
は
、
市
民

ま
つ
り
会
場
で
は
な
く
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　

▽
日
時
＝　

月
３
日
�

１２

※
荒
天
の
場
合
中
止
▽
場

所
＝
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

前
駐
車
場
▽
対
象
＝
市
内

在
住
者
（
商
業
者
の
出
店

は
不
可
）
▽
募
集
出
店
数

＝　

店
（
１
区
画
約
２
・

２６
６
ｍ
×
６
ｍ
、
車
出
店
）

▽
出
店
料
＝
無
料
▽
出
品

で
き
る
も
の
＝
書
籍
、
衣

類
、
お
も
ち
ゃ
、
電
化
製

品
等
の
日
常
生
活
用
品
※

食
料
品
や
動
物
は
不
可
▽

申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ
に

「
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
出
店

希
望
」、
住
所
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）、電
話
番
号
を
明

記
し
、　

月　

日
（
必
着
）

１０

２６

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

７
４
流
山
市
下
花
輪
１
９

１
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

（
当
選
者
の
み
申
請
書
等
を

　

月
初
旬
に
郵
送
）
※
重

１１複
申
し
込
み
不
可

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

ガガガガガガガガガガガガガガガガレレレレレレレレレレレレレレレレーーーーーーーーーーーーーーーージジジジジジジジジジジジジジジジセセセセセセセセセセセセセセセセーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルガレージセール

出店者を募集
１２月３日、クリーンセンターで

�
　

★
ペ
ー
パ
ー
リ
サ
イ
ク

ル
講
習
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１８

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
リ

１３

１５

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ

ザ
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市

民
／
１
５
０
人（
先
着
順
）

▽
内
容
＝
紙
類
の
現
状
や

古
紙
回
収
の
際
留
意
す
べ

き
点
な
ど
、
紙
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
関
し
て
�
古
紙
再

生
促
進
セ
ン
タ
ー
講
師
が

講
演
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会

場
へ

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

★
博
物
館
子
ど
も
教
室

「
勾
玉
作
り
」

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２８

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

講
座
・
講
演

場
所
＝
中
央
図
書
館
▽
対

象
／
定
員
＝
小
・
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
／　

人 
２０

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
ロ

ウ
石
か
ら
勾
玉
を
つ
く
る

※
石
の
粉
で
汚
れ
て
も
よ

い
服
装
で
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝　

月　
１０

１５

日
か
ら
電
話
で
博
物
館
へ

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

★
介
護
予
防
講
座

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

３１

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
保

１０

１４

健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定

員
＝
お
お
む
ね　

歳
以
上

６５

の
市
民
／　

人（
先
着
順
）

４０

▽
内
容
＝
「
長
生
き
の
た

め
の
食
事
」、「
お
口
か
ら

元
気
に
な
る
秘
訣
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
講
義
や
実
習

な
ど
▽
参
加
費
＝
３
５
０

円
程
度
▽
持
ち
物
＝
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用

具
▽
申
し
込
み
＝　

月　
１０

１６

日
か
ら
電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

★
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
講

座
　

①
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

（
全
３
回
）

　

▽
日
時
＝　

月
８
日
�
・

１１

９
日
�
・　

日
�　

時
〜

１０

１０

　

時
▽
対
象
／
定
員
＝
パ

１２ソ
コ
ン
初
心
者
／　

人 
１８

（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費

＝
１
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

　

②
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座

（
全
３
回
）

　

▽
日
時
＝　

月
８
日
�
・

１１

９
日
�
・　

日
�　

時
〜

１０

１４

　

時
▽
対
象
／
定
員
＝
文

１６字
入
力
で
き
る
方
／　

人
１８

（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費

＝
１
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

　

【
申
し
込
み
】

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
返
信
用
に
宛
名

を
明
記
し
、　

月　

日（
必

１０

２２

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７
６
流
山
市
加
１
―

　

―
２
文
化
会
館
へ

１６
　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー

養
成
講
座
（
全
４
回
）

　

▽
期
日
＝　

月　

日
・

１１

１１

　

日
・　

日
、　

月
２
日

１８

２５

１２

の
土
曜
▽
時
間
＝　

時
〜

１４

　

時
▽
場
所
＝
文
化
会
館

１６▽
対
象
／
定
員
＝
講
座
終

了
後
、
公
民
館
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
市
内
公
民
館

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
た
だ
け
る
市
民
／

　

人
（
先
着
順
）
▽
参
加

１５費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２５

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
ケ

１３

１６

ア
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定

員
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
心
の
あ
る
方
／　

人
２０

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
体

験
グ
ッ
ズ
を
使
っ
て
の
高

齢
者
擬
似
体
験
▽
参
加
費

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝　
１０

月　

日
か
ら
電
話
で
ボ
ラ

１６
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
９
―
４
９

３
９

　

地
区
栄
養
講
座
（
流
山

市
健
康
づ
く
り
推
進
員
主

催
）

　

▽
期
日
／
場
所
＝
別
表

の
と
お
り
▽
時
間
＝　

時
１０

〜　

時
▽
対
象
／
定
員
＝

１３
市
民
／
各　

人（
先
着
順
）

３０

▽
内
容
＝
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
減
塩
の
献
立
の
調
理

実
習
な
ど
▽
持
ち
物
＝
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具
▽
参
加
費
＝
３
５
０

円
程
度
（
材
料
代
）
▽
申

し
込
み
＝　

月　

日
か
ら

１０

１６

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
生

１０

１２

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽
対
象

／
定
員
＝
子
育
て
中
の
方
、

教
育
現
場
の
指
導
者
、
地

域
で
子
育
て
支
援
に
関
わ

る
方
な
ど
／
１
０
０
人（
先

着
順
）
▽
参
加
費
＝
１
０

０
０
円
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
流
山
お
や
こ
劇
場

（
�
７
１
５
２
―
０
４
４

６
）
へ
※
一
時
保
育
有
り

（
要
予
約
・
５
０
０
円
）

　

□問
 

子
育
て
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

　

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ

ー
講
座
（
全
２
回
）

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�
・

１１

１０

　

日
�　

時
〜　

時
▽
場

２４

１０

１２

所
＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▽
定
員
＝　

人（
先
着
順
）

３０

▽
参
加
費
＝
５
５
０
０
円

（
２
回
分
、材
料
費
含
む
）

▽
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス（
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
）
で
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
０
―
７
４
７
４

／
�
７
１
５
９
―
６
６
３

９�
　

★
「
調
べ
る
」
学
習
作

品
展

　

図
書
館
を
利
用
し
た 

「
調
べ
る
」
学
習
に
つ
い

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
図
書

館
の
学
校
」
が
実
施
し
た

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
秀

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

▽
期
間
／
場
所
＝
別
表

の
と
お
り
▽
時
間
＝　

時
１０

展　
　

示

　

第　

回
生
涯
大
学
校
江

２７

戸
川
台
校
舎
作
品
展

　

▽
期
間
＝　

月　

日
�

１０

２１

〜　

日
�
▽
時
間
＝　

時

２２

１０

〜　

時
（　

日
は　

時
ま

１５

２２

１４

で
）
▽
場
所
＝
生
涯
大
学

校
江
戸
川
台
校
舎
▽
展
示

作
品
＝
陶
芸
、
書
、
絵
画
、

写
真
、
手
芸
、
俳
句
、
短

歌
、
生
け
花
、
盆
栽
等
▽

入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

生
涯
大
学
校
江
戸
川

台
校
舎
�
７
１
５
２
―
１

１
８
１

�
　

自
衛
官
採
用
試
験

　

▽
募
集
区
分
＝
①
２
等

陸
海
空
士
②
自
衛
隊
生
徒

▽
受
付
期
間
＝
①
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
②　

月
１１

１
日
〜
平
成　

年
１
月
９

１９

日
▽
応
募
資
格
＝
①　

歳
１８

〜　

歳
②
中
卒
者
（
見
込

２６
み
含
む
）
で　

歳
未
満
の

１７

者
▽
試
験
日
＝
①　

・　
１０

１１

・　

月
に
実
施
※
詳
細
は

１２
問
い
合
わ
せ
を
②
１
次
試

験
…
平
成　

年
１
月　

日

１９

１３

※
２
次
試
験
あ
り

資
格
・
求
人

　

□問
 

自
衛
隊
柏
募
集
案
内

所
�
７
１
６
３
―
６
８
８

４�
　

★
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
　

▽
期
日
＝　

月　

日
�
、

１０

２０

　

月　

日
�
▽
時
間
＝　

１１

２０

１４

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所
▽

内
容
＝
市
議
会
議
員
の
報

酬
お
よ
び
市
長
、
助
役
等

の
特
別
職
の
給
料
に
つ
い

て
　

□問
 

人
事
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
８

　

★
政
令
指
定
都
市
問
題

研
究
会
第
２
回
会
議

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２０

　

時
〜
▽
場
所
＝
野
田
市

１４役
所
▽
内
容
＝
政
令
指
定

都
市
制
度
に
関
す
る
基
礎

的
研
究
な
ど
▽
傍
聴
＝
傍

聴
を
希
望
す
る
方
は
、　
１３

時　

分
か
ら
受
け
付
け

３０
（
先
着　

人
）

２０

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

　

★
行
財
政
改
革
審
議
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２６

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１４▽
内
容
＝
行
財
政
改
革
に

つ
い
て

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
８

　

★
入
札
監
視
委
員
会

　

▽
日
時
＝　

月
６
日
�

１１

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
市

１３

３０

役
所
▽
内
容
＝
入
札
お
よ

び
契
約
手
続
き
の
運
用
状

況
に
つ
い
て

　

□問
 

管
財
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
９

施
策
会
議　
傍聴可

　

子
育
て
応
援
者
養
成
講

座
（
流
山
お
や
こ
劇
場
主

催
・
流
山
市
民
活
動
団
体

公
益
事
業
認
定
）

　

▽
日
時
＝　

月
５
日
�

１１

テーマ期日／場所

おいしく食べて
カロリーセーブ
～野菜たっぷり
うす味で～

１１月７日�
南流山センター

４
ブロック

おいしく食べよ
う「うす味」で

１１月８日�
保健センター

３
ブロック

場　所期　間

中央図書館
１０/２７�、１１/１�、
１１/２�、１１/４�、
１１/５�　　　　　　

森の図書館１０/２８�、１０/２９�　

生涯学習センター１１/３	　　　　　　

※１１/３には、チャレンジ夏休みの応募
作品および子どもの読書活動支援ボラン
ティア団体の紹介展示もあり

　

庭
木
の
管
理
の
基
礎
を

学
び
た
い
方
を
対
象
に
、

庭
木
の
手
入
れ
講
習
会
を

行
い
ま
す
。
剪
定
な
ど
庭

木
の
手
入
れ
の
基
礎
を
講

義
と
実
習
で
学
び
ま
す
。

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１１

１１

▽
時
間
＝
①
９
時　

分
〜

３０

　

時　

分
②　

時　

分
〜

１１

３０

１３

３０

　

時　

分
▽
場
所
＝
市
民

１５

３０

総
合
体
育
館
お
よ
び
総
合

運
動
公
園
▽
対
象
／
定
員

＝
市
民
※
前
年
度
受
講
者

を
除
く
／
各
回　

人
（
多

２０

数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
持
ち
物
＝
筆
記
用 

具
、
剪
定
バ
サ
ミ
、
刈
込

バ
サ
ミ
（
あ
る
方
の
み
）

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ
に
講
座
名
、
参
加
希
望

時
間
（
①
ま
た
は
②
）、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

返
信
用
に
も
宛
名
を
明
記

し
、　

月　

日
（
必
着
）

１０

２３

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

９
２
流
山
市
役
所
公
園
緑

地
課
へ

　

□問
 

公
園
緑
地
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

〜　

時
▽
入
場
料
＝
無
料

１７

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６
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第１１２４号（　）　　　平成１８年１０月１５日（日曜日）７

第２２２回サロンコンサート 
�♪　今月は２７日に　�♪

　▽日時＝１０月２７日�１２時１５分～▽場所＝市役所市民ギャ
ラリー▽テーマ＝季節を感じて～色づく秋～▽曲目＝①枯
葉②童謡メドレー～夕焼け小焼け・七つの子・赤とんぼ～
③「ティファニーで朝食を」よりムーンリバー④月の光⑤
落葉松⑥～お客様とご一緒に～紅葉▽出演＝里舘雅江（ソ
プラノ）、熊坂百合絵（ピアノ）、熊谷道子（お話）
　□問 生涯学習課�７１５０－６１０６

戦傷病者の妻に対する　　 
　　特別給付金の支給

　特別給付金の最終償還を迎えた戦傷病者の妻に、改
めて特別給付金が支給されます。
　【対象】
　●ことし国債の最終償還を迎えた方

①平成１８年１０月１日に、夫が増加恩給・特例傷病
恩給・障害年金を受けている妻
②平成１５年３月３１日までに、夫が公務傷病や勤務
関連傷病で亡くなられた妻
③平成８年１０月１日から平成１５年３月３１日までの
間に、夫が一般の病気などで亡くなられた妻

●平成１５年４月１日までに戦傷病者として増加恩 
給・傷病年金・特別傷病恩給・障害年金を受けて
いる夫と結婚した妻

　【請求期限】平成２１年９月３０日
　【請求窓口】市社会福祉課
　□問 県健康福祉指導課�０　４　３－２　２　３－２　３　４　６

子育てママのセミナー 
あかちゃんといっしょ

　▽期日＝１０月２３日、１１月６日・１３日・
２０日の月曜（全４回）▽時間＝１０時～１１
時３０分▽場所＝北部公民館▽対象／定
員＝０歳児とその親／１２組（多数抽選）
▽講師＝小路和子さん（助産師）、安井
志津代さん（食育サポーター）▽参加費
＝３００円（材料代）▽申し込み＝ファッ
クスまたはハガキに住所、氏名（ふりが
な）、電話番号、赤ちゃんの名前（ふり
がな）と月齢、日ごろ気になることを明
記の上、１０月１８日（必着）までに〒２７０
－０１７６流山市加１－１６－２文化会館「子育
てママのセミナー係｣へ
　□問 文化会館�７１５８－３４６２／
�７１５８－３４４２

交通事故無料相談
　
日本損害保険協会では、交通
事故にあったときなどの自賠責
保険や自動車保険の内容、保険
金請求手続きなどの相談に、専
門の相談員や弁護士が無料でお
答えします。

千葉自動車保険請求相談センター 
�０４３－２８４－７９５５

【相談日時】月～金曜（祝日を除く）
９時～１７時（１２時～１３時を除く）
※弁護士相談は毎週水曜１３時～ 
１６時（予約制、面接相談のみ）

　

★
男
女
共
同
参
画
審
議

会
　

▽
日
時
＝　

月
２
日
�

１１

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１４▽
内
容
＝
流
山
市
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
の
進
行
管

理
に
つ
い
て

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

�
　

★
さ
わ
や
か
ハ
イ
ク

「
守
谷
里
山
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
」

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１０

２２

※
雨
天
中
止
▽
受
付
時
間

＝
７
時　

分
〜
７
時　

分

３０

４５

▽
集
合
場
所
＝
Ｔ
Ｘ
南
流

山
駅
広
場
▽
コ
ー
ス
＝
電

車
で
Ｔ
Ｘ
守
谷
駅
か
ら
四

季
の
里
公
園
、
ビ
ー
ル
工

場
見
学
な
ど
（
約　

�
）

１０

▽
参
加
費
＝
無
料
（
交
通

費
自
己
負
担
）
▽
持
ち
物

＝
昼
食
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、

帽
子
等
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
集
合
場
所
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

そ
の
他

民
の
健
康
や
生
活
を
脅
か

す
行
為
で
す
。
不
正
軽
油

の
販
売
や
使
用
防
止
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

□問
 

松
戸
県
税
事
務
所
軽

油
引
取
税
課
�
０
４
７
―

３
６
１
―
４
０
３
７

　

が
ん
患
者
の
家
族
を
支

援
す
る
た
め
の
研
究
の
男

性
協
力
者
を
募
集

　

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
で

は
「
が
ん
患
者
の
ご
遺
族

の
ス
ト
レ
ス
と
そ
の
対
処

に
関
す
る
研
究
」
に
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

　

▽
期
日
＝　

月　

日
�

１０

１６

か
ら
※
日
程
応
相
談
（
平

日
夜
間
、
土
曜
可
）
▽
場

所
＝
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

東
病
院
（
柏
市
）
▽
対
象

＝
配
偶
者
を
が
ん
で
過
去

　

年
以
内
に
亡
く
さ
れ
た

１０
　

〜　

歳
の
男
性
▽
内
容

２０

７４

＝
精
神
保
健
の
専
門
家
に

よ
る
約
２
時
間
の
面
接
調

査
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
東
病

院
臨
床
開
発
セ
ン
タ
ー
へ

（
月
〜
金
曜
、
９
時
〜　
１８

時
）
※
謝
礼
あ
り

　

□問
 

同
セ
ン
タ
ー
精
神
腫

瘍
学
開
発
部
�
７
１
３
４

―
７
０
１
３

ツ
振
興
係
�
７
１
５
９
―

５
２
５
２

　

★
根
木
内
歴
史
公
園
＆

本
土
寺
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

▽
期
日
＝　

月
５
日
�

１１

※
雨
天
中
止
▽
受
付
時
間

＝
７
時　

分
〜
７
時　

分

３０

５０

▽
集
合
場
所
＝
市
民
総
合

体
育
館
前
▽
コ
ー
ス
＝
げ

ん
き
村
キ
ャ
ン
プ
場
を
通

り
根
木
内
歴
史
公
園
と
本

土
寺
ま
で
（
約
７
�
）
▽

参
加
費
＝
無
料
（
交
通
費

自
己
負
担
）
▽
持
ち
物
＝

昼
食
、水
筒
、タ
オ
ル
、帽

子
、
雨
具
等
▽
申
し
込
み

＝
当
日
直
接
集
合
場
所
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
�
７
１
５
９
―

５
２
５
２

　

★
め
ざ
せ
！
万
歩
人
シ

リ
ー
ズ
６
「
手
賀
沼
ウ
オ

ー
ク
」

　

▽
期
日
＝　

月
５
日
�

１１

※
雨
天
中
止
▽
受
付
時
間

＝
８
時　

分
〜
９
時
▽
集

４０

合
場
所
＝
北
柏
駅
南
口
▽

コ
ー
ス
＝
ふ
る
さ
と
公
園

か
ら
我
孫
子
公
園
ま
で 

（
約　

�
）
▽
参
加
費
＝

１０

無
料（
交
通
費
自
己
負
担
）

▽
持
ち
物
＝
水
筒
、
タ
オ

ル
、
帽
子
等
▽
申
し
込
み

＝
当
日
直
接
集
合
場
所
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
�
７
１
５
９
―

５
２
５
２

　

★
タ
オ
ル
で
エ
プ
ロ
ン

づ
く
り
（
全
２
回
）

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�
・

１１

１３

　

日
�　

時
〜　

時
▽ 

２０

１３

１６

場
所
＝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
・
プ
ラ
ザ
館
▽
対
象
／

定
員
＝
市
民
／　

人
（
多

１０

数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、

ワ
イ
シ
ャ
ツ
等
綿
布
、
洋

裁
道
具
、
ミ
シ
ン
糸
、
ボ

ビ
ン
▽
申
し
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
返
信

用
に
宛
名
を
明
記
し
、　
１０

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

３０
〒
２
７
０
―
０
１
７
４
流

山
市
下
花
輪
１
９
１
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
課
へ

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

★
市
民
企
画
講
座
を
募

集
　

一
般
市
民
を
対
象
と
し

た
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
関
す
る
講
座
等
の

企
画
を
提
案
し
、
協
働
で

開
催
で
き
る
市
民
団
体 

（
営
利
、
宗
教
、
政
治
団

体
等
を
除
く
）
を
募
集
し

ま
す
。

　

▽
募
集
期
間
＝　

月　
１０

１６

日
〜　

月　

日
▽
事
業
の

１２

１５

実
施
期
間
＝　

月
１
日
〜

１１

平
成　

年
３
月　

日
※
詳

１９

１１

細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

　

★
乳
が
ん
（
集
団
）
検

診
の
実
施

　

今
月　

日
か
ら
乳
が
ん

２７

集
団
検
診
を
実
施
し
ま 

す
。
平
成　

年
度
か
ら　

１７

４０

歳
以
上
の
方
は
全
員
集
団

検
診
に
な
り
ま
し
た
。
視

触
診
検
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
診
を
隔
年
で
実
施

し
ま
す
。
す
で
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、
今
月

中
旬
に
対
象
と
な
る
検
診

の
受
診
票
を
送
付
し
ま 

す
。
検
診
日
ま
で
に
届
か

な
い
場
合
に
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

個
別
検
診
の
対
象
は　

〜
３０

　

歳
ま
で
の
方
の
み
と
な

３９り
ま
す
。
※
日
時
、
会
場

は
受
診
票
で
確
認
を

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

２
０
０
６
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

１７

　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１４

１５

３０

＝
文
化
会
館
▽
内
容
＝
市

内
の
犯
罪
情
勢
に
関
す
る

講
話
や
、
ひ
っ
た
く
り
・

オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
模
擬
実

演
な
ど
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接

会
場
へ

　

□問
 

流
山
警
察
署
生
活
安

全
課
�
７
１
５
９
―
０
１

１
０

　

無
料
法
律
相
談
所
の
開

設
　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２３

　

時
〜　

時
、　

時
〜　

１０

１２

１３

１５

時
▽
場
所
＝
千
葉
地
方
・

家
庭
裁
判
所
松
戸
支
部
▽

定
員
＝　

人
（
先
着
順
）

５０

▽
申
し
込
み
＝　

月　

日

１０

１６

９
時
か
ら
電
話
で
千
葉
地

方
・
家
庭
裁
判
所
松
戸
支

部
へ

　

□問
 

千
葉
地
方
・
家
庭
裁

判
所
松
戸
支
部
�
０
４
７

―
３
６
８
―
５
１
４
１

　

第　

回
柏
養
祭

１３

　

▽
日
時
＝　

月
４
日
�

１１

９
時　

分
〜　

時
（
製
品

４０

１４

頒
布
は　

時
〜　

時
）
※

１０

１３

雨
天
決
行
▽
場
所
＝
県
立

柏
養
護
学
校
（
柏
市
）
▽

内
容
＝
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

作
業
作
品
頒
布
な
ど
▽
入

場
料
＝
無
料
※
ス
リ
ッ
パ

持
参

　

□問
 

県
立
柏
養
護
学
校
�

７
１
３
３
―
５
６
３
１

　

全
国
不
正
軽
油
撲
滅
強

化
月
間

　

不
正
軽
油
の
製
造
・
販

売
・
使
用
は
、
脱
税
の
み

な
ら
ず
、
大
気
汚
染
の
拡

大
や
硫
酸
ピ
ッ
チ
の
不
法

投
棄
の
原
因
と
な
り
、
県

　秋の山野草展（流山愛草会主催）＝１０月１５日�９時～１６
時、初石公民館。入場料無料□問 片岡�７１４７－０５８８
　絵てがみ「十人十色展」（絵てがみサークル十色会主
催）＝１０月１８日�～２２日�１０時～２０時、森の図書館。入
場料無料□問 堀越�７１５４－０９５４
　利根運河大師　大青田・下三ケ尾コースめぐり（利根
運河大師護持会主催）＝１０月２１日�１０時～１５時※雨天順
延、普門寺（野田市下三ケ尾）集合。参加費無料※各自
昼食持参□問 藤田�７１５２－３５１３
　第１９回とうかつ健康まつり（同実行委員会主催）＝１０
月２２日�１０時～１５時※雨天決行、東葛病院駐車場。参加
費無料。模擬店、バザー、医療・介護相談コーナーなど
□問 菅野�７１５８－８３１７
　全国一斉無料成年後見相談会（
成年後見センター・
リーガルサポート主催）＝１０月２２日�１０時～１５時、松戸
市民劇場（松戸市）□問 伊藤�７１５９－４５００
　ステンドグラス展（サチグラス工房主催）＝１０月２６日
�～２９日�１０時～１７時、杜のアトリエ黎明。入場料無料
□問 森岡�７１５８－８６７４

市民伝言板�

問�□秘書広報課�7 1 5 0 　 6 0 6 3 　�

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、南流山
センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館にある掲載申
込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ月前（イベント掲載希
望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・場
所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間でするように
お願いします。�

－�

イ ベ ン ト

　日本舞踊藤結会発表会＝１０月２８日�１３時～１５時、初石
公民館。入場料無料□問 藤間�７１５４－１６７７
　南流山さつき会秋期展＝１０月２８日�～２９日�９時～１７時、
南流山センター。入場料無料□問 大町�７１５９－２００６
　香流会書展（ペン・毛筆）＝１１月２日�～５日�、１０時～１６
時（５日は１５時まで）、さわやかちば県民プラザ（柏市）。
入場料無料□問 佐藤�７１４４－３６２５
　山野草展（花神会主催）＝１１月３日	～５日�１０時～１８
時（３日は１２時から、５日は１７時まで）、杜のアトリエ黎
明。入場料無料□問 塚本�７１５８－９７７２
　まつり寿司講習会（不昧の会主催）＝１１月１０日�、１２
月５日�１０時３０分～１３時３０分、東部公民館。参加費各回
１,０００円（材料代）□問 橋本�７１４７－６９８８
　テニスシングルス大会（流山市体育協会テニス部主 
催）＝１１月１９日�・２６日�、１２月３日�、市総合運動公
園。参加費２,０００円※１１月４日申し込み締め切り□問 秋元�
７１５４－５６０６

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約２カ月を要
することから結果の公表が遅れます
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　　（平成１８年７月・８月）
測定数値　保証数値法・条例に

よる規制値項　　　目

１以下８月１０以下ー硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

１２以下８月３０以下２５０以下窒素酸化物
（ppm）

２以下８月１０以下４３０以下塩化水素
（ppm）

１以下８月５以下８０以下ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.０１２以下８月０.０３以下ー水銀
（mg/�Ｎ）

０.０００１５以下７月０.０１以下１以下ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ） ①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間

②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境保全課�７１５０－６０８３

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 １０１,８２５台５１,４５８台５０,３６７台

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１８年８月）
青　田東初石西初石若葉台項　　　目

２０８１９２２９５４３４時　間①騒音　

０（０）０（０）０（０）０（０）日②ＮＯ２　　

無無無無有　無③ＳＰＭ　
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市
で
は
、
来
年
１
月
の
市
制
施
行　

周
年
を
契
機
と
し
て
、
市
民

４０

の
健
康
増
進
を
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
に
据
え
、
健
康
を
取
り
巻
く
環

境
づ
く
り
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
「
健
康
都
市
宣
言
」
の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
宣

言
文
の
案
を
公
表
し
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

　

こ
の
駅
は
学
舎
へ
の
道
夏
惜
し
む 

野　

　々

下 

大
野　

和
子

　

子
等
の
声
部
室
に
あ
ふ
る
夏
休
み 

江
戸
川
台
東 

浅
利　

ミ
チ

　

ど
の
木
に
も
触
れ
て
み
た
し
や
赤
と
ん
ぼ 

向　

小　

金 

相
川　
　

豊

　

隣
庭
に
一
樹
際
立
つ
白
躑
躅 

江
戸
川
台
西 

池
田　

寛
次

　

梅
雨
き
の
こ
育
つ
暗
さ
の
雨
つ
づ
く 

向　

小　

金 

関
口　

條
山

【
評
】
一
句
目　

長
い
夏
休
み
も
終
わ
り
、
二
学
期
の
始
ま
り
で
あ
る
。
子
供
等
に

と
っ
て
再
び
学
校
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
感
慨
新
た
な
子
供
た
ち
の
揺
る
ぎ
な
い
心

の
内
が
覗
か
れ
る
思
い
が
、
熱
い
。
二
句
目　

夏
休
み
中
の
部
活
動
の
賑
わ
い
が
伝

え
ら
れ
る
。
運
動
部
文
化
部
に
し
ろ
、
若
者
の
み
な
ぎ
る
力
に
は
新
鮮
な
も
の
が
あ

る
。
声
の
ひ
び
き
が
若
さ
の
象
徴
で
あ
る
。
三
句
目　

と
ん
ぼ
の
生
態
・
動
き
を
確

と
観
察
し
た
ゆ
え
の
句
柄
で
あ
る
。
と
ん
ぼ
の
好
奇
心
が
飛
翔
に
現
れ
て
い
る
。
四

句
目　

つ
つ
じ
は
多
く
は
単
色
の
花
で
あ
る
。
赤
白
紫
な
ど
。
あ
か
、
む
ら
さ
き
が

多
く
白
は
少
し
く
珍
し
い
。
そ
の
白
が
隣
家
の
庭
に
咲
き
、
見
る
も
の
に
印
象
を
深

め
て
い
る
の
で
あ
る
。
五
句
目　

梅
雨
茸
は
梅
雨
時
の
も
の
、
林
な
ど
に
点
在
し
、

ふ
と
、
目
を
惹
く
も
の
が
あ
る
。

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

山
百
合
の
香
り
満
つ
れ
ど
想
い
出
を
告
げ
や
る
友
の
今
は
あ
ら
な
く

 

若
葉
台 

舟
橋　

房
子

黄
金
色
に
波
打
つ
中
を
父
祖
の
墓
は
田
を
守
る
が
に
厳
然
と
建
つ

 

松
ケ
丘 

皆
川　

春
秋

踊
り
場
の
窓
よ
り
見
え
る
雲
の 
容 
季
節
の
変
り
目
映
し
て
流
る
や

か
た
ち

 

駒　

木 

堀
越
し
ず
い

【
評
】
舟
橋
氏　

山
百
合
の
花
の
香
り
は
、
友
情
の
起
点
で
あ
る
。
彼
岸
の
友
の
想
い
出

は 
不  
如  
意 
で 
遣 
り
ど
こ
ろ
の
な
い
、
も
ど
か
し
さ
と
な
る
、
豊
か
さ
を 
醸 
し
な
が
ら
も
、

ふ 
に
よ 
い 

や 

か
も

繊
細
で
寂
し
い
境
涯
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。『 
転 
た
寝
の
夢
と
や
い
わ
ん
』
花
と
友
の
生
命

う
た

力
に
。
皆
川
氏　

視
野
の
広
が
り
に
風
土
の
厚
み
を
捉
え
た
、
大
ら
か
な 
稔 
り
田
の
、
豊

み
の

か
な
景
に
黄
の
稲
穂
が
印
象
的
で
、
土
地
と
累
代
の
墓
の
歴
史
が
い
か
め
し
く 
勢 
み
を
伝

は
ず

え
、
ひ
と
き
わ
感
受
性
が
あ
る
。
堀
越
氏　

階
段
の
足
休
め
の
踊
り
場
の
、
窓
か
ら
眺
め

た
雲
の
形
へ
の
問
い
か
け
の
自
問
自
答
で
あ
る
、
季
節
の
移
ろ
い
は 
実
時
間 
の
雲
を
描
い

リ
ア
ル
タ
イ
ム

て
お
り
、
そ
の
都
度
い
く
つ
か
の
雲
の
姿
を
描
写
し
て
、
詠
む
こ
と
に
生
彩
を
放
つ
詠
法

を
学
ば
れ
た
い
。

短歌詩

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

柔らかい心で
人と向き合う

お
気
軽
に
ご
意
見
を

お
気
軽
に
ご
意
見
を

日
ま
で
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
メ

　

日
ま
で
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
メ
ーー
ルル
で
も
で
も

３０３０

主
張
大
会
で
知
事
賞

主
張
大
会
で
知
事
賞

北
部
中
の
大
西
さ
ん
に
栄
冠

北
部
中
の
大
西
さ
ん
に
栄
冠
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�����
�����
�����

自
主
防
災
組
織
が
訓
練

自
主
防
災
組
織
が
訓
練

八
木
地
区
の
自
治
会
が
合
同
で

八
木
地
区
の
自
治
会
が
合
同
で

小
林
稔　

選　
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
―
１
０
９　
宮
田
方
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
ケ
丘　
　

皆
川　

春
安
　

あ
る
コ
ン
サ
ー
ト

夕
方
に
な
る
と

演
奏
が
始
ま
っ
た

ソ
ロ
か
ら

ア
ン
サ
ー
ン
ブ
ル
へ

バ
イ
オ
リ
ン
に

コ
ン
ト
ラ
バ
ス

軒
下
の
ス
テ
ー
ジ
か
ら

森
の
中
ま
で

虫
た
ち
は
芸
を
こ
ら
し
て

今
夜
は
貸
し
切
り

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は

寝
静
ま
っ
た
こ
ろ

喝
采
に
酔
い

し
ば
ら
く
は

余
韻
の
ま
ま
に

ア
ン
コ
ー
ル

　

９
月　

日
、
北
部
中
３

２７

年
生
の
大
西
菜
月
さ
ん
が

市
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

「
私
の
思
い
〜
中
学
生

の
主
張
・
千
葉
県
大
会
」

が
９
月　

日
、
県
青
少
年

２３

女
性
会
館
で
開
催
さ
れ
、

大
西
さ
ん
が
最
優
秀
賞
と

な
る
知
事
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
か
ら
そ
の
報
告
に
い

進
、
栄
養
改
善
や
病
気
の

予
防
、
自
主
防
災
・
防
犯

活
動
の
充
実
、
市
民
交
流

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

増
進
等
の
各
分
野
に
お
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、

「
健
康
は
単
に
疾
病
や
虚

弱
が
な
い
こ
と
で
は
な 

く
、
身
体
的
、
精
神
的
、

社
会
的
に
完
全
に
満
足
の

い
く
状
態
を
指
し
、
健
康

は
人
間
の
基
本
的
権
利
で

あ
り
、
到
達
可
能
な
限
り

の
高
度
な
健
康
水
準
を
達

成
す
る
こ
と
は
、
全
て
の

人
間
の
基
本
的
権
利
の
ひ

と
つ
で
あ
る
」
と
い
う
Ｗ

Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）

　
　

月
１
日
、
長
崎
小
学

１０
校
で
八
木
地
区
自
治
会
連

合
会
（
小
林
勝
治
会
長
）

の
自
主
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　
　

月
に
は
平
和
台
２
号

１１
公
園
で
行
う
周
辺
４
自
治

会
連
合
の
自
主
防
災
訓
練

が
予
定
さ
れ
る
な
ど
各
地

域
で
自
主
的
な
防
災
訓
練

が
活
発
で
す
。
主
体
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
会
内
で
組
織
さ

れ
て
い
る
「
自
主
防
災
組

織
」。現
在
、流
山
市
で
は
、

１
６
７
自
治
会
中
、
１
１

２
の
自
治
会
で
自
主
防
災

組
織
が
つ
く
ら
れ
、
い
ざ

ら
し
た
も
の
で
す
＝
写
真
。

　

県
大
会
に
先
立
っ
て
９

月　

日
、
文
化
会
館
で
開

１５
催
さ
れ
た
市
青
少
年
主
張

大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
、
流
山
の
代
表
と
し
て

県
大
会
へ
出
場
し
た
も
の

で
す
。
大
西
さ
ん
は
、「
一

粒
の
種
」
と
題
し
、
テ
ロ

な
ど
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
解
決
す
る
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
柔
ら
か
い

心
で
人
と
向
き
合
う
こ
と

が
大
切
と
訴
え
ま
し
た
。

　

「
健
康
」
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
私
た
ち
市
民
共

通
の
願
い
で
す
。

　

流
山
市
で
は
、
緑
豊
か

な
自
然
環
境
の
保
全
創 

出
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
の
推
進
、
高
齢
者
や
障

害
者
の
社
会
参
加
の
促 

の
精
神
を
尊
重
す
る
と
と

も
に
、「
市
民
憲
章
」と「
平

和
都
市
宣
言
」の
精
神
を 

継
承
し
、
市
民
の
健
康
の

維
持
、
回
復
、
増
進
を
は

じ
め
、福
祉
や
環
境
、教
育

や
文
化
、
都
市
基
盤
の
整

備
、産
業
振
興
等
、さ
ま
ざ

ま
な
分
野
が
連
携
し
て
、

「
健
康
都
市
」
を
つ
く
り

あ
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し
、

市
制　

周
年
を
契
機
と
し

４０

て
、
こ
こ
に
健
康
都
市
を

宣
言
す
る
も
の
で
す
。

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
部
】
▽
１
位
＝　

分
団

２３

▽
２
位
＝
４
分
団
▽
３
位

＝　

分
団
【
団
体
小
型
ポ

１９
ン
プ
の
部
】
▽
１
位
＝　
２０

分
団
▽
２
位
＝　

分
団
▽

１０

３
位
＝　

分
団
▽
４
位
＝

１６

６
分
団
▽
５
位
＝　

分
団

１８

【
個
人
・
各
最
優
秀
選
手
】

小
山
正
典
、
佐
藤
暢
俊
、

原
宗
忠
、
藤
田
春
夫
、
椎

橋
浩
次
、
荒
井
悟
、
小
倉

伝
、
小
倉
浩
、
三
浦
光

と
い
う
と
き
に
備
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、

震
度
７
以
上
の
大
地
震
が

想
定
さ
れ
、
避
難
・
誘
導

訓
練
、
消
火
訓
練
、
煙
避

難
訓
練
、救
急
救
護
訓
練
、

起
震
車
・
は
し
ご
車
体
験
、

そ
し
て
防
災
資
機
材
の
展

示
や
非
常
食
の
炊
き
出
し

日
ご
ろ
の
成
果
を
競
う

日
ご
ろ
の
成
果
を
競
う

消
防
団
員
２
８
０
人
が
参
加

消
防
団
員
２
８
０
人
が
参
加

　

９
月　

日
、
文
化
会
館

２４

駐
車
場
で
実
戦
消
防
操
法

大
会
が
行
わ
れ
、　

の
分

２３

団
か
ら
２
８
０
人
が
参
加

し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
競
い
ま
し
た
＝
写 

真
。
消
防
団
（
加
藤
勝
夫

団
長
）
が
主
催
し
た
も
の

で　

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

１５

　

上
位
入
賞
団
・
者
は
次

の
と
お
り
。〈
敬
称
略
〉

　

【
団
体
ポ
ン
プ
車
操
法
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ろろろろろろろろろろろろろろろろ
うううううううううううううううう

一
緒
に
宣
言
を
つ
く
ろ
う

　

周
年
を
契
機
に
健
康
都
市
宣
言

４０

趣
意
書
案（
概
要
）

　

私
た
ち
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
関
）
憲
章

の
精
神
を
尊
重
し
て
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で

楽
し
く
、
い
き
い
き
と
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
願
い
、
こ
こ
に
「
健
康

都
市
」
を
宣
言
し
ま
す
。

一
、
豊
か
な
自
然
環
境
は

私
た
ち
の
健
康
に
大
き

な
か
か
わ
り
を
も
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
大
切

に
し
、
共
生
で
き
る
流

山
を
め
ざ
し
ま
す
。

一
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康

の
維
持
・
回
復
・
増
進

に
向
け
た
意
識
を
も
ち

健
康
で
規
則
正
し
い
生

活
の
お
く
れ
る
流
山
を

め
ざ
し
ま
す
。

一
、
多
様
な
分
野
が
連
携

し
て
、
市
民
参
加
の
も 

と
、地
域
の
中
で
と
も
に

支
え
あ
い
、
人
と
環
境

に
や
さ
し
い
健
康
な
ま

ち
流
山
を
め
ざ
し
ま
す
。

宣

言

文

の

素

案

　

▽
募
集
期
間
＝　

月　
１０

１６

日
�
〜　

月　

日
�
（
必

１０

３０

着
）
※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
す
で
に　

月
６
日
か

１０

ら
意
見
募
集
を
実
施
し
て

い
ま
す
▽
公
表
案
＝
「
趣

意
書
（
案
）
」
全
文
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま 

す
。
ま
た
、
企
画
政
策
課

（
市
役
所
３
階
）、各
市
民

課
出
張
所
で
も
閲
覧
で
き

ま
す
▽
提
出
方
法
＝
住 

所
、
氏
名
を
明
記
し
、
郵

便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
、
直
接
持
参
い
ず

れ
か
の
方
法
で
提
出
（
様

式
は
自
由
）
。
寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
等
は
、「
健
康 

都
市
宣
言
」
を
実
施
す
る

に
当
た
り
、
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。な
お
、

個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ

ん
▽
提
出
先
＝
〒
２
７
０

―
０
１
９
２
流
山
市
役
所

企
画
政
策
課
健
康
都
市
宣

言
担
当
宛
、
各
出
張
所
で

も
提
出
で
き
ま
す
。ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は

ki   ka   ku   keiei@

      

ci   ty.

   n  a  

ga   reyam
a

     
 .  chiba.

      jp   
で

受
け
付
け

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４
／
�
７

１
５
０
―
０
１
１
１

【評】秋の穏やかな日、黄昏の透明な空気に、弦楽や金管の音色がし
みわたる。そんな一日があれば、生きている喜びを感じることができ
る。木立に囲まれたステージであればさらによい。三連目にきて、虫
たちのコンサートであることを明かされる。燕尾服を着た虫たちの楽
器を奏でる姿が浮んで、虫たちが人間に見えてくるのか人間が虫たち
に見えてくるのかいざ知らず、思わず口もとを弛めてしまう。
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